
Ⅰ　人権の尊重

Ⅱワーク・ライフ・バランスの推進

佐倉市男女平等参画基本計画【第３期】進行管理調査結果一覧表

平成２２年度

Ⅲあらゆる場への男女平等参画の推進

Ⅳ安心して暮らせるまちづくり

Ⅴ推進体制の整備



　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 B
23

24

◆平成２３年３月１９日（土）、市民音楽ホールにおいて、市民を対象とした、「さくらヒューマントー
ク２０１１」を企画していたが、東日本大震災の影響により中止。
◆人権擁護委員の日（６月１日）に合わせ、こうほう佐倉５月１５日号に市内人権擁護委員を紹介
する記事を掲載。
◆人権週間（１２月４日～１０日）に合わせ、こうほう佐倉１１月１５日号に、啓発記事を掲載。

【指標達成状況 】

調査結果一覧表の説明

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

所
管
課

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

審議会からの意見及び附帯意見 評価結果

Ⅰ
　
人
権
の
尊
重

Ａ
　
人
権
侵
害
の
な
い
社
会
づ

　【施策の方向①：人権侵害を許さない社会環境づくり】
Ｎｏ．１
<人権尊重についての広報・
啓発>

人権啓発パンフレットの配
布や講演会、学習会等を開
催します。

【指標】
講演会の開催回数 年１回

重
点
事
業
・
継
続

自
治
人
権
推
進
課

21：特になし
22：人権擁護委員の紹介記事につ
いては、具体的に役割を記載し、市
民の方にわかりやすく広報してくだ
さい。

25
【指標達成状況：×】
・講演会の開催回数：未実施（東日本大震災の影響で中止）

※網掛けは審議会による重点事業

づ
く
り

・講演会の開催回数：年１回
以上

実施状況及び数値目標達成状況

・事業の実施状況について、担当課から

の回答を記載しています。

◆は実施状況、◇は今後の課題、改善点

です。

・【指標達成状況】・・・○は達成、△は達

成過程、×は未実施、／はH23年度以降
に実施する予定の事業です。

審議会からの意見及び附帯意見

・審議会からの意見が付与されてい

ます。各担当課は、審議会からの意

見をふまえ、次年度以降の事業に

評価結果

・全１３８事業のうち、２７事業は、審議会に

よる重点事業とされており、事業の実施状

況等から評価を付与しています。

A：概ね実行されているので今後も進めて
いただきたい

B：ある程度は実行されているが更なる推
進をお願いしたい

C：十分実行されているとは思えないため、
より一層の推進をおねがいしたい



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 B
23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

◆平成２３年３月１９日（土）、市民音楽ホールにおいて、市民を対象とした、「さくらヒューマントー
ク２０１１」を企画していたが、東日本大震災の影響により中止。
◆人権擁護委員の日（６月１日）に合わせ、こうほう佐倉５月１５日号に市内人権擁護委員を紹介
する記事を掲載。
◆人権週間（１２月４日～１０日）に合わせ、こうほう佐倉１１月１５日号に、啓発記事を掲載。

【指標達成状況：×】
・講演会の開催回数：未実施（東日本大震災の影響で中止）

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

Ⅰ
　
人

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果

　【施策の方向①：人権侵害を許さない社会環境づくり】
Ｎｏ．１
<人権尊重についての広報・
啓発>

人権啓発パンフレットの配
布や講演会、学習会等を開
催します。

【指標】
・講演会の開催回数：年１回
以上

重
点
事
業
・
継
続

21：特になし
22：人権擁護委員の紹介記事につ
いては、具体的に役割を記載し、市
民の方にわかりやすく広報してくだ
さい。

自
治
人
権
推
進
課

所
管
課

Ｎｏ．２
<人権侵害に対する相談等
の充実>

人権相談の充実、法務局と
の連携等を図ります。

継

自
治
人

Ａ
　
人
権
侵
害
の

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

人
権
の
尊
重

◆中央公民館主催事業である市民カレッジにおいて、男女平等参画に関する学習会を開催する
にあたって、メディア･リテラシーについての講師を紹介した。
◇課題：メディア･リテラシーについて広報等を利用し、積極的に情報提供していくことが必要。

　【施策の方向②：メディアにおける人権への十分な配慮】

の連携等を図ります。
継
続

継
続

人
権
推
進
課

自
治
人
権
推
進
課

◆毎月３回、ミレニアムセンター佐倉において、「法律・人権・行政相談」を実施。
◆人権週間に実施される法務局主催の人権相談所の案内をこうほう佐倉１１月１５号に掲載。

Ｎｏ．３
<メディア・リテラシーに関す
る意識啓発>

様々なメディアから発信され
る情報を、主体的に収集・
判断できる能力の向上を図
り、理解を深めるための学
習機会や情報を提供しま
す。

の
な
い
社
会
づ
く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 3
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基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

継
続

Ｎｏ．４
<人権尊重の視点に立った
広報活動>

男女平等をはじめとした人
権に配慮した広報紙や広報
番組を作成します。

【指標】
・広報紙掲載回数：年６回以
上
・広報番組放送回数：年４回
以上

　【施策の方向：②メディアにおける人権への十分な配慮】

広
報
課

◆広報紙
毎月15日号に、「男女平等参画・人権」のコーナーを設け、関連記事を掲載、提供情報の充実に
努めた。
(4月～11月、2・3月 ： 年10回掲載)
◆広報番組
広報番組において、特に人権の視点に立った題材を放送し、男女平等はもとより、様々な視点か
ら人権について、意識の向上を図れるよう努めた。
○放送内容
「ミウズ☆フェスティバル2010」、「さくらフェスタ」、「認知症への取り組み(3番組)」、「人権について
学ぶ」、「育メン講座」、「人権週間について」、「男女共同参画週間について」、「子育て支援策」、
「全国障害者スポーツ大会」、「障害者にやさしいまち」
【指標達成状況：○】
・広報紙掲載回数　　年10回
【指標達成状況：○】
・広報番組放送回数　年12回(番組)

Ⅰ
　
人

A
 
人
権
侵
害
の

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

Ｎｏ．５
<セクシュアル・ハラスメント
に関する調査・研究の実施
>

市職員を対象にした職場環
境調査を活用し、人権を尊
重する視点での項目を設定
し、実態の把握に努めま
す。

継
続

Ｎｏ．６
<セクシュアル・ハラスメント
等の相談窓口の充実>

利用しやすい相談体制の構
築を目指し、相談窓口の充
実を図ります。（専用電話の
導入、相談窓口の外部委託
化の検討等）

　【施策の方向③：セクシュアル・ハラスメントの防止】

継
続

総
務
課

総
務
課

◆庁内メール等による相談も可能であることから、よりプライバシーに配慮した相談体制の充実が
図られた。
◆平成２３年１月に実施した自己申告制度と並行して、周りには提出を知られない「職場に関する
申告書」の任意受付を行うことにより、プライバシーを厳守した相談体制を構築させている。

◆平成２２年１２月～２３年１月に実施した、職員自己点検表にセクハラに関する項目を設定し、
職員各自がチェックを行った。

人
権
の
尊
重

の
な
い
社
会
環
境
づ
く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 4
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基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

継
続

◆平成２２年１２月に総務部長から全職員に対し、「職員の服務規律の遵守等について」の通知
をし、その中で「セクシュアル・ハラスメント等の厳禁」を示し、周知徹底を図った。
◆平成２２年４月に実施した新規採用職員研修・心と体の健康管理の中で「セクハラ相談につい
て」の時間を設け、セクシュアル・ハラスメントの防止に関する周知を図った。

【指標達成状況：○】
・新規採用職員等未受講者に対する研修会の開催：年１回

継

Ｎｏ．７
<市職員の行動規範の徹底
と研修の実施>

「職場におけるセクシュア
ル・ハラスメントの防止に関
する要綱」及び「防止指針」
についての研修会等を実施
し、周知を図ります。
【指標】
・新規採用職員等未受講者
に対する研修会の開催：年
１回

　【施策の方向④：女性の視点を盛り込んだ防犯・防災対策の推進】
Ｎｏ．８
<暴力の発生を防ぐ環境づく
りの推進>

関係団体と連携した犯罪防
止のための地域防犯パト

自
治
人

◆各防犯活動団体において、定期的に防犯パトロールを実施している。
また 市でも警備会社に委託し 青色防犯パトロールを週５日実施している

総
務
課

Ａ
　
人
権
侵
害
の
な

Ⅰ
　
人
権

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

継
続

止のための地域防犯パト
ロールを実施します。

【指標】
・防犯資器材の新規貸出団
体：年５団体
・ポームページ等の情報の
更新：年５回

人
権
推
進
課

　また、市でも警備会社に委託し、青色防犯パトロールを週５日実施している。

【指標達成状況：△】
・防犯資器材の新規貸出団体：年３団体
【指標達成状況：△】
・ホームページ等の情報の更新：年２回

Ｎｏ．９
<暴力を誘因する住環境の
改善・整備>

道路照明灯の設置や街灯
の設置補助をします。

【指標】
・佐倉市街灯補助金交付申
請：年２回

新
規

◆平成２２年度の一年間において、市道へ道路照明灯７灯を設置した。
◆平成２２年１０月と２２年３月に前期・後期として２回に分け８１灯に補助金を交付した。

【指標達成状況：○】
・佐倉市街灯補助金交付申請：前期・後期として２回に分け８１灯に補助金を交付

道
路
管
理
課

な
い
社
会
づ
く
り

権
の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 5
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Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

◆平成19年度から佐倉市違反広告物除却ボランテｨア制度を開始し、市民による違反広告物の
除却を通じ、地域の環境面、防犯面での向上が図られた。

【指標達成状況：○】
・違反広告物除去回数：年１７回

Ｎｏ．１１
<女性の視点を盛り込んだ
防災計画づくり>

佐倉市地域防災計画に女
性の視点が盛り込まれてい
るかを点検し、必要に応じて
見直しを行います。また適
宜 市民 の防災意識の啓

新

◆佐倉市地域防災計画においては、平成２１年１月に修正を行った。
　その中で、災害に対する予防・応急・復旧の各計画において、女性の視点を踏まえた都市防災

都
市
計
画
課

Ｎｏ．１０
<女性に対する暴力を誘因
する環境の改善>

違反看板等の広告物を撤
去することで、地域の環境、
防犯面での向上を図りま
す。

【指標】
・違反広告物除去回数：年１
２回以上

継
続

交
通
防

Ⅰ
　
人
権
の
尊
重

Ａ
　
人
権
侵
害
の
な
い
社
会
づ
く 23

24

25

宜、市民への防災意識の啓
発を行います。

新
規

そ 中で、災害に対する予防 応急 復旧 各計画にお て、女性 視点を踏まえた都市防災
対策の推進や、自主防災組織の支援として、地域の活動に女性の経験や能力が活用できるよう
位置づけを行っている。
　また、災害時要援護者対策では、地域の支援体制において、女性の意見を取り入れ、救助体
制の中に女性を位置づけるものとしている。

防
災
課

く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 6



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

◆国際的な相互理解を深めるため、佐倉国際交流基金との共催で、５月に「佐倉の歴史と国際交
流」、１１月に「「坂の上の雲」から平成を読む」の国際理解講演会を実施、さらに、１０月に「佐倉
異文化交流の集い」を行った。　市民レベルでの国際交流の推進や異文化との交流、国際的な
相互理解を促進する機会となった。
　また、相互理解を深めるための情報提供を行った。

【指標達成状況：○】
・講演会等の開催：年２回
【指標達成状況：○】
・交流機会の提供：年１回

Ｎｏ．１２
<国際的な男女平等に関す
る情報及び在住外国人との
交流機会の提供>
佐倉国際交流基金や佐倉日蘭
協会等と連携し、文化や風習、
男女平等意識など外国での価
値観や国際情勢等について、
相互理解を深めるための情報
提供を行うとともに、多様な文
化に対して開かれた都市となる
よう、市民レベルでの国際交流
の推進や交流機会の提供を行

います。

【指標】
・講演会等の開催：年２回程度
・交流機会の提供：年１回程度

継
続

　【施策の方向：⑤国際理解・文化交流の促進】

広
報
課Ａ

　
人
権
侵
害
の

Ⅰ
　
人
権

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

継
続

Ｎｏ．１２
<国際的な男女平等に関す
る情報及び在住外国人との
交流機会の提供>

佐倉国際交流基金や佐倉
日蘭協会等と連携し、文化
や風習、男女平等意識など
外国での価値観や国際情
勢等について、相互理解を
深めるための情報提供を行
うとともに、多様な文化に対
して開かれた都市となるよ
う、市民レベルでの国際交
流の推進や交流機会の提
供を行います。

◆平成２２年１０月７日から１６日まで、佐倉・オランダ児童交流事業を実施。オランダ、アンネ・フラ
ンク小学校から児童１２名、引率者３名を招聘し、千代田小学校を中心に交流をおこなった。特に
ホームステイの受け入れでは、価値観や慣習などさまざまな違いを実感できた。
◆平成２２年１０月１０日、佐倉シンタクラース祭を実施。児童交流ウエルカムパーティーを兼ねて
オランダの冬の行事「シンタクラース祭」をおこなった。
◆平成２３年２月１９日、ミレニアムセンター佐倉にて、オランダ料理講習会を実施。

文
化
課

な
い
社
会
づ
く
り

権
の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 7



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

自
治
人
権

Ｎｏ．１４
<セクハラ、ＤＶに関する情
報提供>

個人の人権を尊重するとい
う視点から、セクハラ、ＤＶな
ど性差に由来する暴力の根

Ｎｏ．１３
<外国人への情報提供及び
相談機能の充実>

多言語による情報提供を進
めるとともに、佐倉国際交
流基金等と連携し、相談機
能を充実します。

【指標】
・多言語による情報提供：月
１回以上

【施策の方向①：ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）防止への取り組み強化

重
点
事
業

21：
・年に1度の広報で市民に対しての
相談部署のPRは十分なのでしょう
か。
相談の受理件数が増加している

◆「女性に対する暴力をなくす運動」期間（１１月１２日～２５日）に合わせ、こうほう佐倉１１月１５日
号に、DV防止の啓発記事を掲載。
◆ミウズにおいて あらゆる暴力を根絶する運動「パープルリボン・プロジェクト」に取り組んだ 市

継
続

◆多言語による情報提供という点では、外国語版広報紙（英語・スペイン語・中国語）をそれぞれ
毎月１回発行した。また、前記の３ヶ国語については、それぞれの言語に精通した臨時職員を、
国際交流推進員という形で、週１回程度の勤務で雇用し、その出勤日については、各言語での市
政に関する窓口情報等の提供を行った。外国人に対する相談機能の充実という点では、佐倉国
際交流基金に対して、「外国人のための生活相談」事業を業務委託し、英語・スペイン語・中国語
の３ヶ国語に対応できる相談日を、それぞれ週１日設け、来所または電話での相談に応じた。
【指標達成状況：○】
・多言語による情報提供：月１回

広
報
課

Ⅰ
　
人 Ｂ

Ａ
　
人
権
侵
害
の
な
い
社
会
づ
く
り

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B

23

24

25

権
推
進
課

ど性差に由来する暴力の根
絶に向けた情報提供を行い
ます。

業
・
継
続

21：
・相談しやすい雰囲気作り、体制整備は
できていますか。
・こうほう佐倉以外の情報提供手段を考
え、自治人権推進課と連携して取り組ん
でいただきたい。
・リーフレットの配布は効果的だと考える
が、ポスターやWeb等を活用し、ぜひ自
前の工夫をしていただきたい。
22：国や県発行リーフレットの回覧では
自主性、主体性、自己責任性がないと
感じます。佐倉市の現状を踏まえたパン
フレット等を充実させてください。

・相談の受理件数が増加している
中、こうほう佐倉以外の情報提供手
段も考えていただきたい。
22：特になし

◆ミウズにおいて、あらゆる暴力を根絶する運動「パープルリボン・プロジェクト」に取り組んだ。市
内１５か所にパープルリボン・プロジェクトの説明と協力を求め、市民にリボンを作成してもらった。
作成したリボンはミウズが回収し、キルトを作成する予定。今後の啓発活動の際に啓発用掲示物
として利用する。
◆成人式において、ミウズが作成したDV相談窓口を記載したポケットティッシュを参加者全員に
配布した。

重
点
事
業
・
継
続

◆県が作成したリーフレットを１１月の自治会定期回覧にて回覧した。

【指標達成状況：○】
・啓発リーフレットの配布・住民回覧：年１回

Ｎｏ．１４
<セクハラ・ＤＶに関する情
報提供>

個人の人権を尊重するとい
う視点から、セクハラ、ＤＶな
ど性差に由来する人権侵害
や暴力の根絶に向けた情
報提供を行います。
【指標】
・啓発リーフレットの配布・住
民回覧：年１回以上

児
童
青
少
年
課

人
権
の
尊
重

Ｂ
性
差
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 8



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

◆その他の課題についての学習会を開催したため、平成２３年度において、DVについての学習
会は開催しなかった。
◇平成２４年度に学習会の開催に向け、ミウズと調整してまいります。

継
続

◆ＤＶ被害者に接する関係職員への研修機会を提供するため、外部研修・講座の案内に努め
た。
◆市主催の人権研修で男女平等参画に関する講義を実施し その中でＤＶに対する意識向上に

Ｎｏ．１５
<ＤＶについての学習会の提
供>

性差に由来する暴力の根絶
に向けて、講座・講演会等
の学習機会の提供を行いま
す。

重
点
事
業
・

21：
・県の研修会に参加したというだけ
では、市の独自性が感じられず、市
として学びの場を提供しているとい
う姿勢は見られません。
研修や情報提供に留ま ているも

自
治
人
権
推
進
課

総
務
課

Ⅰ
　
人
権
の

Ｎｏ．１６
<ＤＶ被害者に接する関係職
員への研修機会の提供>

ＤＶ被害者に接する関係職
員に対して、被害者の人権
等に十分な配慮がされるよ
う 研修機会の提供を行い

Ｂ
性
差
に
よ
る
あ
ら
ゆ

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

24

25

重
点
事
業
・
継
続

◆市主催の人権研修で男女平等参画に関する講義を実施し、その中でＤＶに対する意識向上に
努めた。
◇あらゆる階層の職員に対して、男女平等意識啓発、ＤＶに関する研修機会を提供し、さらに啓
発に努めていく。

21：
・県の研修会に参加したというだけ
では、市の独自性が感じられず、市
として学びの場を提供しているとい
う姿勢は見られません。
・研修や情報提供に留まっているも
のが多いですが、これからどうして
いくかが大事です。
22：各種研修に参加しているとあり
ますが、掲げるまでもないのではと
考えています。

Ｎｏ．１６
<ＤＶ被害者に接する関係職
員への研修機会の提供>

ＤＶ被害者に接する関係職
員に対して、被害者の人権
等に十分な配慮がなされる
よう、研修機会の提供を行
います。

児
童
青
少
年
課

◆相談担当課（児童青少年課）職員は各種研修に参加している。

◇ＤＶ被害者に接する関係職員を対象とした研修を平成２３年度に実施予定。

・
継
続

・研修や情報提供に留まっているも
のが多いですが、これからどうして
いくかが大事です。
22：特になし

課の
尊
重

う、研修機会の提供を行い
ます。

ゆ
る
暴
力
の
根
絶

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 9



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

継
続 ◆ミウズ内のテーマ掲示において、「デートDV」について掲示した。

　内閣府“若年層を対象とした交際相手からの暴力の予防啓発教材”を使用した。

Ｎｏ．１７
<性の商品化、性被害及び
望まない妊娠の防止に関す
る情報の提供>

性を人権尊重の視点からと
らえることができるよう、関
連情報の収集・提供を行い
ます。

健
康
増
進
課
◆リーフレットを各保健センターに配架し、市民へ情報を提供した。

継
続

自
治
人
権
推
進
課

Ｎｏ．１７
<性の商品化、性被害及び
望まない妊娠の防止に関す
る情報の提供>

性を人権尊重の視点からと
らえることができるよう、関
連情報の収集 提供を行い

Ｂ
性
差
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る

Ⅰ
　
人
権
の
尊 24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

継
続

指
導
課

課

◆各小中学校の道徳，体育科，保健体育，特別活動，総合的な学習の時間等において発達段
階に応じて授業で取り上げている。また，学習内容を家庭に持ち帰らせることで家庭への啓発も
行っている。

【指標達成状況：○】
・小中学校での性教育の実施：全小中学校で実施（体育科、保健体育科、家庭科の授業）

Ｎｏ．１８
<性に関する正しい知識の
習得>

性を人権尊重の視点からと
らえることができるよう、学
校教育における指導・啓発
を進めます。

【指標】
・小中学校での性教育の実
施：全小中学校での実施

連情報の収集・提供を行い
ます。

る
暴
力
の
根
絶

尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 10



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

継
続

◆こうほう佐倉、毎月１日号において、相談案内記事を掲載した。

【指標達成状況】
・広報、ホームページへの掲載：毎月

自
治
人
権
推
進
課

【施策の方向②：ＤＶに関する相談・支援体制の充実】

継 ◆こうほう佐倉 毎月１日号において 相談案内記事を掲載した

Ｎｏ．１９
<女性のための相談窓口に
関する広報の充実>

女性のための相談窓口に
ついて、広報紙、ホーム
ページ等を活用し、広報活
動を充実させ、情報の周知
を図ります。

【指標】
・広報紙での案内：年１２回

児
童
青

Ｎｏ．１９
<女性のための相談窓口に
関する広報の充実>

女性のための相談窓口に
ついて、広報紙、ホーム

Ｂ
性
差
に
よ
る
あ
ら

Ⅰ
　
人
権

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

24

25

Ｎｏ．２０
<市の相談機能及び関係機
関との連携の強化>

法人委託する地域包括支
援センターとも連携し、各世
代及びニーズに応じた相談
を行います。

重
点
事
業
・
新
規

◆年間を通じ、高齢者が係るＤＶ等に関する相談については、市内5か所に設置した地域包括支
援センターと連携を図り、相談を実施した。相談後の支援については、一時避難や施設入所等を
行っている。

高
齢
者
福
祉
課

21：DV相談後の支援はどうなってい
るのでしょうか。
22：特になし

継
続

◆こうほう佐倉、毎月１日号において、相談案内記事を掲載した。

【指標達成状況：○】
・広報、ホームページへの掲載：毎月

青
少
年
課

ついて、広報紙、ホ ム
ページ等を活用し、広報活
動を充実させ、情報の周知
を図ります。
【指標】
・広報、ホームページへの
掲載：毎月

ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

権
の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 11



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

21：DV相談後の支援はどうなってい
るのでしょうか。
22：地域包括支援センターと児童青
少年課の関わりが少ないなら、児童
青少年課としてもっと他にやってい
ることがあると思います。そちらを全
面に出してください。

児
童
青
少
年
課

Ｎｏ．２０
<市の相談機能及び関係機
関との連携の強化>

法人委託する地域包括支
援センターとも連携し、各世
代及びニーズに応じた相談
を行います。

【指標】
・来所・電話・訪問相談

児
童
青
少
年

重
点
事
業
・
新
規

21：特になし
22：特になし

◆相談支援を通じ、女性サポートセンターおよび警察とも連携しつつ本人の意向を確認の上、保
護機関へ移送まで実施した。

重
点
事
業
・

◆必要に応じ、地域包括支援センター等関係機関と連携を図り、相談対応した。
◆関係機関と連携し、必要なサービス提供について調整した。

【指標達成状況：○】
・来所・電話・訪問相談：実施

Ｎｏ．２１
<緊急保護等を求めるＤＶ被
害者の支援>

関係機関と連携し、被害者
及びその家族に適切な支援
を行うとともに、状況に応じ
て緊急避難支援を実施しま

Ｂ
性
差
に
よ
る
あ
ら
ゆ

Ⅰ
　
人
権
の

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

重
点
事
業
・
新
規

Ｎｏ．２１
<緊急保護等を求めるＤＶ被
害者の支援>

関係機関と連携し、被害者
及びその家族に適切な支援
を行うとともに、状況に応じ
て緊急避難支援を実施しま
す。

年
課

高
齢
者
福
祉
課

【指標達成状況：○】
・シェルター入所随伴及び緊急避難支援：シェルター入所随伴実施

新
規

て緊急避難支援を実施しま
す。
【指標】
・シェルター入所随伴及び
緊急避難支援

◆年間を通じ、高齢者が被害者となるＤＶ等に関して、関係機関と連携し適切な支援を行うととも
に、状況に応じて緊急避難支援を実施した。

21：特になし
22：実施状況の記載は前年と一言
一句変わらないものです。

ゆ
る
暴
力
の
根
絶

の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 12



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

児
童
青
少
年

障
害
福
祉
課

21：センターの設置について具体的
にどのような検討をしているのでしょ
うか。
22：相談窓口は広い方がよいが、最
終的に配偶者暴力相談支援セン
タ で 元化できるのであれば そ

重
点
事
業
・
新

◆被害者及びその家族に障害者が含まれている場合、関係各機関と連携した支援や、緊急避難
支援等を実施する予定だったが、平成２２年度は該当者はいなかった。
◆平成２１年度の緊急避難対象者（１名）に対し、事後支援を行ったが進展はなかった。

21：特になし
22：ＤＶ被害に合う前に未然に認知
することが重要です。

◆当面設置しない方針
　県の配偶者暴力防止相談支援センターである印旛健康福祉センターが直近であり、市では保
護所機能を有さず証明書発行以外の相談機能は既に実施している事から当面現状維持とする

Ｎｏ．２２
<配偶者暴力相談支援セン
ターに関する検討>

ＤＶ相談への対応の向上を
図るため、配偶者暴力相談
支援センターの設置につい
て検討します。

重
点
事
業
・
新
規

Ｎｏ．２１
<緊急保護等を求めるＤＶ被
害者の支援>

関係機関と連携し、被害者
及びその家族に適切な支援
を行うとともに、情報に応じ
て緊急避難支援を実施しま
す。

Ⅰ
　
人
権
の

Ｂ
性
差
に
よ
る
あ
ら
ゆ

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

年
課

児
童
青
少
年
課

ターで一元化できるのであれば、そ
の方向も検討してください。

新
規

新
規

Ｎｏ．２３
<配偶者等暴力被害者の自
立支援の充実>

行政機関の各種手続きに
関する情報の提供や援助を
します。

◆必要に応じ、同行支援を含めた支援を実施している。

護所機能を有さず証明書発行以外の相談機能は既に実施している事から当面現状維持とする。の
尊
重

ゆ
る
暴
力
の
根
絶

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 13



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

児
童
青
少
年
◇国、都道府県でも実際には困難なテーマであり、現状においては市単位での取り組みは困難

Ｎｏ．２４
<実情に合わせた相談・支
援施策の研究>

男性相談窓口やＤＶ加害者
対策などの施策について、
調査、研究を行います。

新
規

新
規 ◆男性相談窓口の設置について検討。

◇男性相談窓口の設置には至っていない。

Ｎｏ．２４
<実情に合わせた相談・支
援施策の研究>

男性相談窓口やＤＶ加害者
対策などの施策について、
調査、研究を行います。

自
治
人
権
推
進
課

Ｂ
性
差
に
よ
る
あ
ら

Ⅰ
　
人
権

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　【施策の方向：③関連機関との連携強化】

自
治
人
権
推
進
課

◆２月、DV被害支援連絡会議にミウズから副代表管理者が出席した。会議に出席した警察をは
じめ、関係機関との連携強化を図りました。

年
課

◇国、都道府県でも実際には困難なテ であり、現状にお ては市単位で 取り組みは困難
だが、ＤＶ加害者対策に関する研修機会等を利用して研究していきたい。

Ｎｏ．２５
<ＤＶ関係機関との情報共有
及び連携の強化>

家庭内等における暴力対策
庁内連絡会議及び家庭内
等における暴力対策ネット
ワーク会議の機能を充実
し、関係機関との連携強化
を図ります。

継
続

ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

権
の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 14



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

21：特になし
22 実施状況の記載は前年と 言

継
続

◆養育支援訪問事業により把握した家庭において、ＤＶと思われる案件に関しては児童青少年
課につないでいる。また、幼児健診等の問診票に母親自身の健康について尋ねる項目を入れる
ことで、問診からDVをはじめ様々な問題を抱えたケースを個々に児童青少年課に繋ぐことで早期

◇実際のケースに対応する中で連携しており、平成２２年度は未実施。
◇より広範囲での連携を行っており、市で行う同様の会議と統合を検討
◇平成２３年度においては実施予定。

【指標達成状況：／】
・暴力対策ネットワーク会議代表者会議及び庁内会議の開催：未実施

児
童
青
少
年
課

Ｎｏ．２６
<早期発見に向けた機関の
連携>

母子保健をはじめとする各
種保健事業 要介護認定及

健
康
増

Ｎｏ．２５
<ＤＶ関係機関との情報共有
及び連携の強化>
家庭内等における暴力対策
庁内連絡会議及び家庭内
等における暴力対策ネット
ワーク会議の機能を充実
し、関係機関との連携強化
を図ります。
【指標】
・暴力対策ネットワーク会議
代表者会議及び庁内会議
の開催：年１回以上

重
点
事
業

Ｂ
性
差
に
よ
る
あ
ら
ゆ

Ⅰ
　
人
権
の 23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

22：実施状況の記載は前年と一言
一句変わらないものです。

ことで、問診からDVをはじめ様々な問題を抱えたケ スを個々に児童青少年課に繋ぐことで早期
発見に努めている。
保健所が行っている低出生体重児に同行訪問する中で、ＤＶ疑いのケースは保健所と連携して
支援にあたり、児童青少年課に繋いでいるほか、新生児訪問、乳児相談等の事業を通じても、Ｄ
Ｖの疑いがあるケースの把握に努めている。

種保健事業、要介護認定及
び障害程度区分認定調査
において、ＤＶ被害者を早期
に発見し、相談機関につな
げていきます。

◆「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」により、高齢者の福祉に
職務上関係のある者は、高齢者虐待の早期発見に努めなければならないとなっており、要介護
認定の際に虐待が疑われた場合には、市の高齢者福祉課に速やかに知らせている。

増
進
課

介
護
保
険
課

21：特になし
22：実施状況の記載は前年と一言
一句変わらないものです。

重
点
事
業
・
新
規

業
・
新
規

Ｎｏ．２６
<早期発見に向けた機関の
連携>

母子保健をはじめとする各
種保健事業、要介護認定及
び障害程度区分認定調査
において、ＤＶ被害者を早期
に発見し、相談機関につな
げていきます。

ゆ
る
暴
力
の
根
絶

の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 15



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

障
害
福
祉
課

21：特になし
22：特になし

自
治
人

◆障害程度区分認定調査や障害者自立支援審査会において、ＤＶの兆しや被害が発見された
場合や、本人からの相談、居宅介護事業者等からの情報提供があった場合、関係各機関と連携
し、相談機関につながるよう支援を実施する予定であったが、平成２２年度は該当者なし。

Ｎｏ．２７
<男女平等参画に関する講
座、講演会等の実施>

男女平等参画社会の形成
に向け、男女の自立や意識
を高めることを目的とした講

◆ミウズにおいて学習会を実施。
◆男女共同参画週間である 平成 年 月 日（火）に ミ アムセ タ 佐倉ホ にお

重
点
事
業
・
新
規

Ｎｏ．２６
<早期発見に向けた機関の
連携>

母子保健をはじめとする各
種保健事業、要介護認定及
び障害程度区分認定調査
において、ＤＶ被害者を早期
に発見し、相談機関につな
げていきます。

　【施策の方向：①男女平等推進のための意識啓発】

Ⅰ
　
人

Ｂ
性
差
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

人
権
推
進
課

を高めることを目的とした講
座、講演会等を開催しま
す。

【指標】
・講演会等の開催：年２回

継
続

社
会
教
育
課

◆基本的人権教育とその高揚のために、人権教育講座　７回/年間　を開催した。また、移動教室
として国立ハンセン病資料館におとづれ、ハンセン病の正しい知識・偏見・差別等について学習
することができた。

【指標達成状況：○】
・講座、講演会の開催回数：年１回

◆男女共同参画週間である、平成22年6月29日（火）に、ミレニアムセンター佐倉ホールにおい
て、市民を対象とした講演会を開催。
◆平成22年10月30日（土）に、市民音楽ホールにおいて、市民を対象としたさくらフェスタ２０１０を
開催。

【指標達成状況：○】
・講演会等の開催：年７回（学習会年５回、講演会年２回）

Ｎｏ．２７
<男女平等参画に関する講
座、講演会等の実施>

男女平等参画社会の形成
に向け、男女の自立や意識
を高めることを目的とした講
座、講演会等を開催しま
す。

【指標】
・講座・講演会の開催回数：
年１回以上

継
続

人
権
の
尊
重

C
男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 16



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

◆高齢者教育の市民カレッジ事業の中で、男女平等参画を推進するための人権関連の講義を
実施した。

臼
井
公
民
館

継
続

中
央
公
民
館

Ｎｏ．２７
<男女平等参画に関する講
座、講演会等の実施>

男女平等参画社会の形成
に向け、男女の自立や意識
を高めることを目的とした講
座、講演会等を開催しま

継
続

◆小中学生のお子さんがいらっしゃる保護者向け講座として、家庭における男女の相互理解を
深める「我が家のコミュニケーションは何点？」を実施した。参加者：５名（女性３名、男性２名）
◆親子で参加する「夏休み臼井宿探検隊」を実施した。参加者：３名（保護者女：１名、男性１名、
女児１名）
◆親子で参加する「ウィンドキャンドルづくり」を実施した。参加者：３２名（保護者女：１６名、女児１

Ｎｏ．２７
<男女平等参画に関する講
座、講演会等の実施>

男女平等参画社会の形成
に向け、男女の自立や意識
を高めることを目的とした講
座、講演会等を開催しま
す。

C
男
女
平
等
の
意

Ⅰ
　
人
権
の

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

Ｎｏ．２７
<男女平等参画に関する講
座、講演会等の実施>

男女平等参画社会の形成
に向け、男女の自立や意識
を高めることを目的とした講
座、講演会等を開催しま
す。

継
続

館

◇未実施

志
津
公
民
館

座、講演会等を開催しま
す。

◆親子で参加する「ウィンドキャンドルづくり」を実施した。参加者：３２名（保護者女：１６名、女児１
３人、男児３人）
◇参加者が少なかったり、保護者の参加が母親に偏っているので、たくさんの人に興味を持って
いただける講座を企画し、父親も参加しやすい日程や内容を実施することで、男女平等参画社会
づくりについての意識の浸透を図るための講座を研究していく。

意
識
づ
く
り

の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 17



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

根
郷
公
民
館

和
田
公
民
館

◆男女平等参画に関する講座の開催に向けて情報収集を行い、研究をする。

◆家庭教育講座（通年）
◆子育て教室（通年）
◆年間を通じて実施しているこれらの事業の中でプログラムの中で より積極的に取り入れてゆき

Ｎｏ．２７
<男女平等参画に関する講
座、講演会等の実施>

男女平等参画社会の形成
に向け、男女の自立や意識
を高めることを目的とした講
座、講演会等を開催しま
す。

継
続

Ｎｏ．２７
<男女平等参画に関する講
座、講演会等の実施>

男女平等参画社会の形成
に向け、男女の自立や意識
を高めることを目的とした講
座、講演会等を開催しま

継
続

Ⅰ
　
人
権
の

C
男
女
平
等
の
意

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

館

継
続

弥
富
公
民
館

◆年間を通じて実施しているこれらの事業の中でプログラムの中で、より積極的に取り入れてゆき
たい。

Ｎｏ．２７
<男女平等参画に関する講
座、講演会等の実施>

男女平等参画社会の形成
に向け、男女の自立や意識
を高めることを目的とした講
座、講演会等を開催しま
す。

座、講演会等を開催しま
す。

◆情報収集に努め研究を行った。
◇講座、講演会等の実施にいたらなかった。

の
尊
重

意
識
づ
く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 18



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

中
央
公
民

継
続

社
会
教
育
課

Ｎｏ．２８
<男女平等参画を推進する
ための公民館講座における
講座、家庭教育事業の研究
>

男女平等参画を推進するた
めに より多くの人に関心を

継
続

◆市内幼小中学校児童生徒保護者を対象の委託事業である「家庭教育学級36校開催」では、
「人権教育」を１コマ入れることとし、その中で｢基本的人権」「女性の人権」「部落問題」「男女平等
参画」等に関した学習を実施している。
◆公民館で開催されている「家庭教育事業17講座」では、父親の参加ができるコマを設定したり、
両親と一緒に遊ぶ体験等を組み入れながら、子育て理解を高め、男女平等参画について考える
機会を提供している。
【指標達成状況：○】
・講座・講演会の開催回数：年１回

◆家庭教育事業の２歳児親子教室の中で、子育てを男女共同で実施、推進するために、お父さ

Ｎｏ．２８
<男女平等参画を推進する
ための公民館講座における
講座、家庭教育事業の研究
>

男女平等参画を推進するた
めに、より多くの人に関心を
持ってもらえるようなプログ
ラムの研究を進めます。
【指標】
・講座・講演会の開催回数：
年１回以上

Ⅰ
　
人
権
の

C
男
女
平
等
の
意

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

民
館

続

継
続

めに、より多くの人に関心を
持ってもらえるようなプログ
ラムの研究を進めます。

臼
井
公
民
館

◆家庭教育事業の２歳児親子教室の中で、子育てを男女共同で実施、推進するために、お父さ
んの参加を促す事業内容の検討を行った。

◆家族間のコミュニケーションの必要性や、親子での探検、ものづくりを通じて、家庭内における
男女の固定的な性別役割分担意識の見直しを図れるような講座を企画した。
◇より多くの人に参加していただけるような男女平等参画を推進するためのプログラムを研究す
る。

Ｎｏ．２８
<男女平等参画を推進する
ための公民館講座における
講座、家庭教育事業の研究
>

男女平等参画を推進するた
めに、より多くの人に関心を
持ってもらえるようなプログ
ラムの研究を進めます。

の
尊
重

意
識
づ
く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 19



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23
継
続

◆平成２２年１１月２１日（日）、志津コミュニティセンターにおいて、「お母さんと遊ぼう」という２歳児
とその母親を対象としてた家庭教育事業において、父親やその他の家族も参加するプログラムを
実施した。

◇男女関係なく、かつ幅広い世代に参加してもらえるような家庭教育講座の企画を行いたい。

Ｎｏ．２８
<男女平等参画を推進する
ための公民館講座における
講座、家庭教育事業の研究
>

男女平等参画を推進するた
めに、より多くの人に関心を
持ってもらえるようなプログ
ラムの研究を進めます。

継
続

志
津
公
民
館

根
郷
公
民
館

Ｎｏ．２８
<男女平等参画を推進する
ための公民館講座における
講座、家庭教育事業の研究
>

男女平等参画を推進するた
めに、より多くの人に関心を

◆情報収集に努め、研究を行った。

C
男
女
平
等
の
意

Ⅰ
　
人
権
の

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

継
続

Ｎｏ．２８
<男女平等参画を推進する
ための公民館講座における
講座、家庭教育事業の研究
>

男女平等参画を推進するた
めに、より多くの人に関心を
持ってもらえるようなプログ
ラムの研究を進めます。

◆家庭教育講座（通年）
◆家族の体力増進、食の教育、地域活動などをテーマとするなど、特色あるプログラムの研究に
努めた。

和
田
公
民
館

館
めに、より多くの人に関心を
持ってもらえるようなプログ
ラムの研究を進めます。

意
識
づ
く
り

の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 20



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

◆情報収集に努めプログラムの研究を行った。

弥
富
公
民
館

Ｎｏ．２８
<男女平等参画を推進する
ための公民館講座における
講座、家庭教育事業の研究
>

男女平等参画を推進するた
めに、より多くの人に関心を
持ってもらえるようなプログ
ラムの研究を進めます。

自
治
人
権
推

Ｎｏ．２９
<男女平等参画社会づくり
推進期間に合わせた啓発
事業の実施>

男女平等参画社会の形成
に向け、国が定める男女共
同参画週間（６月２３日～６

継
続

◆男女共同参画週間である、平成22年6月29日（火）に、ミレニアムセンター佐倉ホールにおい
て、市民を対象とした講演会を開催。

継
続

C
男
女
平
等
の
意

Ⅰ
　
人
権
の

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

継
続

Ｎｏ．３０
<男女平等参画に関する情
報誌等の発行>

男女平等参画を推進するた
めの情報誌や啓発リーフ
レットを発行し、継続的、効
果的に啓発します。
【指標】
・情報誌の発行：年２回
・リーフレット等の発行：２年
に１回

◆情報誌ミウズを１１月、3月に発行（各2,000部）。関係機関や市内出先機関に配置。
◆施設案内リーフレットは残部があったので、未作成だったが、ミウズを紹介するクリアファイルの
作成や、ＤＶ相談窓口を掲載したメモを挟み込んだポケットティッシュなどを作成した。

【指標達成状況：○】
・情報誌の発行：年2回発行
【指標達成状況：／】
・リーフレットの発行：施設案内リーフレットは残部があったので未作成

推
進
課

自
治
人
権
推
進
課

同参画週間（６月２３日 ６
月２９日）に合わせ、講演会
等の事業を実施します。

【指標】
・講演会等の開催：年１回

【指標達成状況：○】
・講演会等の開催：年１回

意
識
づ
く
り

の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 21



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22
健

◆女性のための相談機関やＤＶ防止のためのパープルリボン・プロジェクトについて記載したメモ
を入れたポケットティッシュを作成し、成人式参加者全員に配布した。

Ⅰ
　
人

Ｎｏ．３１
<若い世代の女性・男性向
け講座等の実施>
若い世代に向けた学習機会
を提供し、男女平等参画に
対する関心を深めるように
努めます。
□ジェンダーに関する講座
　の開催
□エイズ・性感染症に対す
　る正しい知識の提供
□成人式等を利用した男女
　平等参画に関する資料等
　の配布

C
男
女
平
等

自
治
人
権
推
進
課

Ｎｏ．３１
<若い世代の女性・男性向
け講座等の実施>
若い世代に向けた学習機会
を提供し、男女平等参画に

継
続

　【施策の方向：①男女平等推進のための意識啓発】

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

健
康
増
進
課

児
童
青
少
年
課

継
続

人
権
の
尊
重

Ｎｏ．３１
<若い世代の女性・男性向
け講座等の実施>
若い世代に向けた学習機会
を提供し、男女平等参画に
対する関心を深めるように
努めます。
□ジェンダーに関する講座
　の開催
□エイズ・性感染症に対す
　る正しい知識の提供
□成人式等を利用した男女
　平等参画に関する資料等
　の配布

継
続

等
の
意
識
づ
く
り

◆各保健センターにエイズ・性感染症の知識や検査機関を周知するためのリーフレット「STOP
AIDS」を配架した。

を提供し、男女平等参画に
対する関心を深めるように
努めます。
□ジェンダーに関する講座の開
催
□エイズ・性感染症に対する正
しい知識の提供
□成人式等を利用した男女平
等参画に関する資料等の配布

◇児童青少年課では未実施。
◇平成２３年度はＤＶ防止に関する啓発物資を配布予定。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 22



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

社
会
福
祉
課

◆広報番組において、男女平等意識の醸成を図るため、関連イベントの紹介や男女平等参画基

C
男
女
平
等

Ⅰ
　
人

Ｎｏ．３３
<ケーブルテレビを利用した
情報の提供>

◆平成２３年１月１８日（火）、民生委員・児童委員を対象とした、児童等への虐待についての研修
などを通じて、男女平等参画意識の涵養に努めた。

Ｎｏ．３２
<民生・児童委員に対する
男女平等参画意識の醸成>

地域で活動する民生・児童
委員に対する研修の実施や
情報提供によって、男女平
等意識の浸透を図ります。 新

規

　【施策の方向：②男女平等参画関連情報の収集、提供】

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

◆広報番組において、男女平等意識の醸成を図るため、関連イ ントの紹介や男女平等参画基
本計画について説明した番組を作成、放送した。
◆男女平等意識を高めていくことは、一朝一夕には難しいことから、今後も長期的視野に立った
地道な活動をしていくことが必要であり、広報でも随時、情報の提供に努めていきたい。
○取り扱った題材
　　「ミウズ☆フェスティバル2010」、「さくらフェスタ～変わろう女と男2011」、
　　「男女平等参画セミナー(育メン講座)」、「子育て支援策」
【指標達成状況：○】
・広報番組放送回数：年4回(番組)

広
報
課

継
続

等
の
意
識
づ
く
り

Ｎｏ．３４
<広報紙に掲載する男女平
等参画に関する記事の充実
>
男女平等参画社会づくりに
向け、広報紙に様々な関連
情報を掲載し、記事の充実
に努めます。
【指標】
・広報紙の発行：年６回以上

人
権
の
尊
重

ケーブルテレビによる市の
広報番組において関係番組
を放送し、情報提供を行い
ます。

【指標】
・広報番組放送回数：年４回
以上

継
続

広
報
課

◆毎月15日号に、「男女平等参画・人権」のコーナーを設け、関連記事を掲載、提供情報の充実
に努めた。
(4月～11月、2・3月 ： 年10回掲載)

【指標達成状況：○】
・広報紙の発行：：年１０回

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 23



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

自
治
人
権
推
進
課

継
続

Ｎｏ．３５
<男女平等参画に関する図
書及び資料の収集と提供>

法律や制度をはじめ、国、
県、地方公共団体等による
男女平等参画への取り組み
等について広く情報を収集

継
続

Ｎｏ．３４
<広報紙に掲載する男女平
等参画に関する記事の充実
>

男女平等参画社会づくりに
向け、広報紙に様々な関連
情報を掲載し、記事の充実
に努めます。
【指標】
・広報紙への関連情報の掲
載回数：年１０回以上

Ⅰ
　
人
権

◆ミウズのミーティング・スペースにおいて、男女平等参画に関する図書や他市情報誌等を配
架。
◆ミウズのミーティング・スペースにおいて、掲示板にテーマ展示やニュースクリップを実施した。
テ 展示内容

◆毎月15日号に、「男女平等参画・人権」のコーナーを設け、関連記事を掲載、提供情報の充実
に努めた。
男女平等参画週間に関する記事などを掲載。

【指標達成状況：○】
・広報紙への関連情報の掲載回数：年１０回

自
治
人
権

Ｃ
　
男
女
平
等

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

等について広く情報を収集
整理し、情報提供を行いま
す。

続

重
点
事
業
・
継
続

21：特になし
22：特になし

◇未実施
　平成１９年に前回調査を実施。平成２４年実施に向け準備中。

【指標達成状況：／】
・男女平等参画意識に関する市民意識調査の実施：５年に１度実施する調査であるため、平成２
４年度に実施予定。調査に向け、調査内容等を検討している。

Ｎｏ．３６
<市民意識調査の実施>

定期的に男女平等に関する
市民の意識や実態を調査・
分析し、男女平等参画推進
のための資料として活用し
ます。
【指標】
・男女平等参画意識に関す
る市民意識調査の実施：５
年に１回

権
の
尊
重

　　テーマ展示内容：
　　　4月「今も残る女性差別法規」5月「メディア・リテラシー」6月「ミウズ☆フェスティバル2010」
　　　7月「ジェンダーフリーの国オランダ」8月「ジェンダーから見た日本女性の歴史」
　　　9月「ワーク・ライフ・バランスと少子化」10月「デートＤＶ」11月「デートＤＶ２」
　　　12月「アサーティブネス」1月「北京女性会議」2月「ワーク・ライフ・バランスってなに？！」
　　　3月「イクメンと男女平等参画」

自
治
人
権
推
進
課

権
推
進
課

の
意
識
づ
く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 24



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

◆ミウズにおいて、図書館システムの活用により、市内図書館や公民館と連携、図書の貸出、返
却業務を行った。※年間図書利用者数：貸出3,953人、返却3,608人、リクエスト受付466人

Ｎｏ．３７
<市内図書館等との連携>

市内図書館や公民館及び
男女平等参画推進センター
（ミウズ）等とオンラインで連
携し、情報活用の充実を図
ります。

◆佐倉図書館 志津図書館 佐倉南図書館 志津図書館分館 臼井公民館図書室 北志津児

Ｎｏ．３７
<市内図書館との連携>

市内図書館や公民館及び
男女平等参画推進センター
（ミウズ）等とオンラインで連
携し、情報活用の充実を図
ります

継

自
治
人
権
推
進
課

佐
倉
図

Ⅰ
　
人

Ｃ
　
男
女
平

継
続

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

 ◆佐倉図書館、志津図書館、佐倉南図書館、志津図書館分館、臼井公民館図書室、北志津児
童センター、及び男女平等参画推進センター（ミウズ）においては、ネットワーク回線による即時オ
ンライン処理で図書の検索や貸出・返却・予約を稼働中、根郷公民館図書室、和田公民館図書
室においては日次処理による貸出・返却・予約を実施している。

◆図書館ネットワークシステムを活用し、市内図書館・公民館及び男女平等参画推進センター（ミ
ウズ）への資料提供を継続して行っている。

ります。

継
続

Ｎｏ．３７
<市内図書館との連携>

市内図書館や公民館及び
男女平等参画推進センター
（ミウズ）等とオンラインで連
携し、情報活用の充実を図
ります。

継
続

志
津
図
書
館

図
書
館

人
権
の
尊
重

平
等
の
意
識
づ
く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 25



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

Ｎｏ．３７
<市内図書館との連携>

市内図書館や公民館及び
男女平等参画推進センター
（ミウズ）等とオンラインで連
携し、情報活用の充実を図
ります。

継
続

◆市内図書館並びに公民館、ミウズとオンラインで連携を図っております。今後も継続して行って
いく予定。

◆ミウズホームページにセミナー開催等のイベント情報や男女平等参画のテーマに沿った内容を
掲載した。

自
治
人

Ｎｏ．３８
<インターネット等を活用した
情報の提供>

ビデオ、インターネットをはじ
め様々なメディアを活用し

佐
倉
南
図
書
館

Ｃ
　
男
女
平
等

Ⅰ
　
人
権

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 A
23

24

25

継
続

　【施策の方向：③固定的な性別役割分担意識と慣行の見直し】

掲載した。
◇イベント情報だけでなく、さらに広く、市民が必要としている男女平等に関する情報提供を実施
しなければならない。

【指標達成状況：○】
・ホームページの更新：年１１回

人
権
推
進
課

◆育児についての情報は佐倉市HP・広報・情報誌等で情報提供した。
◆佐倉保育園において、「プレママ・プレパパ保育体験」を実施した。（随時募集、参加者：1組）
◇学習機会の提供については今後、事業実施園の拡大等を検討していく。

子
育
て
支
援
課

め様々なメディアを活用し、
男女平等に関する情報提供
を行います。

【指標】
・ホームページの更新：年５
回以上

21：
・情報提供は広報等以外の方法も
考えていただきたい。
・学習機会の提供を実施していただ
きたい。
22：今後の課題を把握しており、事
業実施に向けての姿勢は評価でき
るものです。

Ｎｏ．３９
<男性の育児や介護に関す
る情報と学習機会の提供>

男女が共に育児や介護に
かかわることの重要性につ
いて理解を深め、男性の積
極的な参加を促すための情
報や学習機会の提供を行
います。

重
点
事
業
・
継
続

等
の
意
識
づ
く
り

権
の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 26



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22 A
23

重
点
事
業
・
継

◆地域包括支援センターでは、現在介護をされている方、もしくは今後介護を予定する方を対象
に介護者教室や介護者のつどいを実施している。
◆介護者のつどいでは、「男性介護者のつどい」を実施するなど、男性が積極的に参加できるよう

21：該当事業の所管課を介護保険
課から高齢者福祉課に変更。
22：地域包括支援センター任せの感
じがあります。男性介護者の積極参

高
齢
者
福
祉

Ｎｏ．３９
<男性の育児や介護に関す
る情報と学習機会の提供>

男性が共に育児や介護に
かかわることの重要性につ
いて理解を深め、男性の積
極的な参加をうながすため

Ｃ
　
男
女
平
等
の
意

Ⅰ
　
人
権
の

21：特になし
２2：特になし

重
点
事
業
・
継
続

◆佐倉市在住の初産婦を対象に、マタニティクラス（1コース、全２回）を実施。２回目の講座では、
夫も参加可とし、父親に対して、妊産婦の体の変化や、育児協力の大切さを伝え、夫婦共同の必
要性の認識を促した。
◆佐倉市在住の妊婦とその家族を対象に、赤ちゃんを迎える準備について学び、沐浴体験など
を行う「プレママ体験」を実施。

健
康
増
進
課

Ｎｏ．３９
<男性の育児や介護に関す
る情報と学習機会の提供>

男性が共に育児や介護に
かかわることの重要性につ
いて理解を深め、男性の積
極的な参加をうながすため
の情報や学習機会の提供
を行います。

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

Ｎｏ．４０
<固定的な性別役割分担意
識や慣行の見直しの促進>
「男は仕事、女は家庭」に象
徴される固定的な性別役割
分担意識や慣行を見直し、
男女が共に参画して社会づ
くりを進める意識の浸透を
図るための情報や学習機会
の提供を行います。
【指標】
・学習会の開催：年２回

継
続

21：特になし
22：
・回数、参加者ともに少ないので、今
後増やしてください。
・現状に満足せず、今後の課題を検
討してください。

◆平成２２年１０月２日（土）、９日（土）、１６日（土）、２３日（土）に、ミウズ学習室及びミレニアムセ
ンター会議室、調理室において、男性を対象とした学習会「熟年時代の土曜塾」を実施。
①地域デビュー　②生き方　③料理教室　④健康な体
◆平成２３年２月１９日（土）、２６日（土）に、ミウズ学習室及びミレニアムセンター調理室におい
て、若い男性を対象とした学習会「育メン講座」を実施。
①赤ちゃんを知ろう!　②男子厨房に入る！
【指標達成状況：○】
・学習会の開催：年２回（２講座）

◆介護者のつどいでは、「男性介護者のつどい」を実施するなど、男性が積極的に参加できるよう
工夫している。

じがあります。男性介護者の積極参
加を促す工夫をしてください。

自
治
人
権
推
進
課

祉
課

重
点
事
業
・
継
続

極的な参加をうながすため
の情報や学習機会の提供
を行います。

意
識
づ
く
り

の
尊
重

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 27



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 C

22 B
23

Ｎｏ．４０
<固定的な性別役割分担意
識や慣行の見直しの促進>

「男は仕事、女は家庭」に象
徴される固定的な性別役割
分担意識や慣行を見直し、
男女が共に参画して社会づ
くりを進める意識の浸透を
図るための情報や学習機会
の提供を行います。

◆家庭教育事業の「お父さんと一緒に食育講座」を実施し、父親と子供が一緒に料理をする内容
の講座により、男性の家事・育児参加を促し、男女平等参画の推進と家庭教育の充実を図った。

21：前向きに男女平等参画施策に
ついて考えていただきたい。
22：・参加者が少ないので、参加者

◆小中学生のお子さんがいらっしゃる保護者向け講座として、家庭における男女の相互理解を
深める「我が家のコミュニケーションは何点？」を実施した。参加者：５名（女性３名、男性２名）
◆親子で参加する「夏休み臼井宿探検隊」を実施した。参加者：３名（保護者女：１名、男性１名、
女児１名）
◆親子で参加する「ウィンドキャンドルづくり」を実施した 参加者 ３２名（保護者女 １６名 女児１

中
央
公
民
館

臼
井
公
民

Ｃ
　
男
女
平
等
の

重
点
事
業
・
継
続

21：特になし
22：
・参加者が少ないので、参加者を増
やす工夫をしてください。
・現状に満足せず、今後の課題を検
討してください。

Ⅰ
　
人
権
の

Ｎｏ．４０
<固定的な性別役割分担意
識や慣行の見直しの促進>

「男は仕事、女は家庭」に象
徴される固定的な性別役割
分担意識や慣行を見直し、
男女が共に参画して社会づ

重
点
事
業
・

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

参加者が少な ので、参加者
を増やす工夫をしてください。◆親子で参加する「ウィンドキャンドルづくり」を実施した。参加者：３２名（保護者女：１６名、女児１

３人、男児３人）
◇参加者が少なかったり、保護者の参加が母親に偏っているので、たくさんの人に興味を持って
いただける講座を企画し、父親も参加しやすい日程や内容を実施することで、男女平等参画社会
づくりについての意識の浸透を図るための講座を研究していく。

民
館

の
意
識
づ
く
り

21：特になし
22：とても意義のある事業です。他
の公民館にも広めてください。

◆しづ市民大学で男性を対象に「おやじの食事学」というコースを実施し、食事作りや買い物・皿
洗いなどの家事にも積極的に参加する意識を養った。
　（年間１８回実施）

志
津
公
民
館

Ｎｏ．４０
<固定的な性別役割分担意
識や慣行の見直しの促進>

「男は仕事、女は家庭」に象
徴される固定的な性別役割
分担意識や慣行を見直し、
男女が共に参画して社会づ
くりを進める意識の浸透を
図るための情報や学習機会
の提供を行います。

の
尊
重

男女が共に参画して社会づ
くりを進める意識の浸透を
図るための情報や学習機会
の提供を行います。

・
継
続

重
点
事
業
・
継
続

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 28



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

Ⅰ
　
人
権
の

Ｃ
　
男
女
平
等
の

和
田
公
民

Ｎｏ．４０
<固定的な性別役割分担意
識や慣行の見直しの促進>

「男は仕事、女は家庭」に象
徴される固定的な性別役割
分担意識や慣行を見直し、
男女が共に参画して社会づ
くりを進める意識の浸透を
図るための情報や学習機会
の提供を行います。

21：
・地域の大人が関わっており、男性
が地域に関わるきっかけづくりとし
て良い事業だと思います。
・男女平等参画施策推進のための
課題を検討していただきたい。
22：特になし

◆情報収集に努め、研究を行った。
６月に根郷小学校、山王小学校、寺崎小学校の４，５，６年の児童を対象に通学合宿を行い、学
齢期から男女を問わない生活力向上の機会を提供する。
夏期と冬期に児童を対象に料理教室を各１回実施し、料理の楽しさを体験させる。

重
点
事
業
・
継
続

Ｎｏ．４０
<固定的な性別役割分担意
識や慣行の見直しの促進>

「男は仕事、女は家庭」に象
徴される固定的な性別役割
分担意識や慣行を見直し、
男女が共に参画して社会づ

重
点
事
業
・

根
郷
公
民
館

21：男性の参加者がいないので、開
催日時等、工夫していただきたい。
22：事業自体は意義のある事業で
す 男性対象の講座も検討してくだ

◆家庭教育講座（通年）：地域の母親を対象とし、ＰＣ講座などのプログラムを実施した（毎週水曜
日午前、１２名参加。）平日の午前対象で地域の母親のコミュニティとしての役割もあり、男性の参
加を促す予定はない。参加者のＰＣ知識向上が自信につながり男女平等の意識作りに貢献して
いる。
◆子育て教室（通年） 親子のスキンシ プ 子ども同士 親同士の交流の場として 年間９回実

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 B
23

24

25

の
尊
重

の
意
識
づ
く
り

21：特になし
22：特になし◆平成２２年１１月３日（水）、坂戸地先において、小学校就学前の子どもとその保護者を対象とし

た「家族で遊ぼう」を開催。参加者３組。

民
館

弥
富
公
民
館

重
点
事
業
・
継
続

男女が共に参画して社会づ
くりを進める意識の浸透を
図るための情報や学習機会
の提供を行います。

・
継
続

す。男性対象の講座も検討してくだ
さい。

◆子育て教室（通年）：親子のスキンシップ、子ども同士、親同士の交流の場として、年間９回実
施。９組１８名が参加。父親の参加はないが、この教室で得たノウハウを各家庭に持ち帰り、反映
することで父親の育児参加につながっていると考えられる。
◆子どもがより良く育つために家庭の働きやあり方、方法などを学習する事業を実施し、学習機会
の提供に努めた。

Ｎｏ．４０
<固定的な性別役割分担意
識や慣行の見直しの促進>

「男は仕事、女は家庭」に象
徴される固定的な性別役割
分担意識や慣行を見直し、
男女が共に参画して社会づ
くりを進める意識の浸透を
図るための情報や学習機会
の提供を行います。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 29



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

D
　
男
女
平
等
の
視
点
に
立

っ
た

Ⅰ
　
人
権
の
尊

子
育
て
支
援
課

◆保育園において名簿・ロッカー等の配置での男女の区別、また男女の区別をする保育はして
いない。

指
導
課

Ｎｏ．４１
<就学前における男女平等
の推進>

保育園、幼稚園等における
男女平等の視点に配慮した
保育や教育を推進します。

Ｎｏ．４１
<就学前における男女平等
の推進>

保育園、幼稚園等における
男女平等の視点に配慮した
保育や教育を推進します。

◆市立幼稚園において、一人ひとりの良さを認める教育を推進している。子どもと職員の温かい
継
続

継
続

　【施策の方向：①男女平等教育の推進】

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

た
教
育
・
学
習
の
推
進

尊
重

課保育や教育を推進します。 ◆市立幼稚園において、 人ひとりの良さを認める教育を推進している。子どもと職員の温かい
人間関係を基盤として、男女がお互いに仲良くかかわることができるよう配慮している。

Ｎｏ．４２
<学校教育における男女平
等教育の推進>

男女平等参画意識の形成
やジェンダーにとらわれない
自立した男女を育成するた
め、広く男女平等の視点に
立った教育を進めます。

21：特になし
22：具体的な記載をしてください。◆学校教育活動全般を通し、一人ひとりの人権意識・人権感覚を養い自分の大切さとともに他の

人の大切さを認めることができるような教育を実践している。

指
導
課

重
点
事
業
・
継
続

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 30



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｄ
　
男
女
平
等
の
視
点
に
立

っ

Ⅰ
　
人
権
の

指
導
課

◆すべての教育活動を通じたキャリア教育を推進している。教育課程に計画的に位置づけること

◆小学校では全校で、中学校は１校で混合名簿を作成・活用している。
◇平成22年度に千葉県より『名簿の取扱いについては、校長が必要に応じて適切に判断するも
のとする』との方針を受け、今後、男女混合名簿導入の積極的な推進は行わず、校長の判断に委
ねるものとする。

Ｎｏ．４３
<男女混合名簿の導入促進
>

学校における男女混合名簿
の導入促進を図ります。

Ｎｏ．４４
<個性を生かす進路指導等
の推進>

性別にこだわらず、自分の
未来（進路や就業選択等）
を考える力となる進路指導
を推進します。

継
続

指
導
課

継
続

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

24

25

っ
た
教
育
・
学
習
の
推
進

の
尊
重

21：学校、家庭、地域の連携を円滑
に実施していただきたい。
22：特になし

◆各小中学校のおいて保護者の人権教育に係る啓発活動を実施している。（家庭教育学級、
PTA教育講演会等）
◆各学校の掲示板に人権意識の醸成を促すようなポスターの掲示等を行っている。

指
導
課

◆す て 教育活動を通じたキャリア教育を推進して る。教育課程に計画的に位置 けること
で，自分の将来や進路を思い描くことができるようにしている。

Ｎｏ．４５
<学校と家庭、地域との連携
>

ＰＴＡ活動等を活用し、家庭
や地域と連携して、男女平
等参画の醸成を図ります。
□学校における男女平等教
育についての広報の推進
□学校と家庭、地域が連携
した男女平等参画の促進

を推進します。

重
点
事
業
・
継
続

課

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 31



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

Ｄ
　
男
女
平
等
の
視
点
に

Ⅰ
　
人

Ｎｏ．４７
<校務分掌等における男女
平等意識の推進>

性別にこだわらない 適材

　【施策の方向：②教職員への男女平等意識の醸成】

　【施策の方向：②教職員への男女平等意識の醸成】

◆学習指導要領に基づき，発達段階に応じた男女平等に関する教育の推進について、教育委
員会主催の人権教育研修会を年２回開催するとともに，男女平等についてもふれている。
各学校の研修でも，取り上げている学校が多い。

指
導
課

Ｎｏ．４６
<教職員等への男女平等に
関する研修機会の充実>

子どもたちの意識形成や行
動に大きな影響を与える教
職員に対し、男女平等教育
についての理解を深めるた
めの研修機会の充実を図り
ます。
□男女平等教育に関する教
職員校内研修の推進

継
続

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

に
立

っ
た
教
育
・
学
習
の
推
進

人
権
の
尊
重

新
規

性別にこだわらない、適材
適所の職務分担を行い、校
務分掌における固定的な性
別役割分担意識の解消に
努めます。

◆児童インストラクター向け講習時に男女平等参画の研修（３０分）を行い、意識啓発を推進し
た。

【指標達成状況：○】
・児童インストラクター向け講習時に男女平等参画の研修時間をとること：年１回

◆各学校における校務分掌については、組織マネジメントの観点から性別に関係なくそれぞれの
教職員のパーソナリティを優先して配置している。

学
務
課

子
育
て
支
援
課

Ｎｏ．４８
<学童保育等の指導員への
男女平等参画意識の推進>

学童保育所や放課後児童
ルーム等における指導員へ
の男女平等参画に関する意
識啓発を推進します。
【指標】
・児童インストラクタ－向け
講習時に男女平等参画の
研修時間をとること：年１回

継
続

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 32



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｄ
　
男
女
平
等
の
視
点
に
立

っ
た

Ⅰ
　
人
権
の
尊

◆地域サークルを始めとする公民館利用団体に対し、自発的な学習の場を提供した。多くの団体
において、男女を問わず学習活動への参加が見られるため、目的を十分に達成していると考えら

Ｎｏ．４９
<生涯学習活動の推進>

男女平等の視点に立ち、一
人ひとりが自分の能力や希
望によって、生涯学び続け

新
規

中
央
公

◆さまざまな、社会教育関連事業の開催要項等情報を取りまとめた情報誌を作成し、学習機会の
提供を行った。「我ら学び隊」「さくらあそび場百科じてん」　４回/年間　　各回600部発行

社
会
教
育
課

Ｎｏ．４９
<生涯学習活動の推進>

男女平等の視点に立ち、一
人ひとりが自分の能力や希
望によって、生涯学び続け
られる機会の提供を行いま
す。

新
規

　【施策の方向：③生涯教育における学習機会の提供】

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

た
教
育
・
学
習
の
推
進

尊
重

において、男女を問わず学習活動 の参加が見られるため、目的を十分に達成していると考えら
れる。
◆主催事業である「市民カレッジ」、「佐倉学講座」等を実施することで、子供から高齢者まで生涯
にわたり学ぶ機会を提供した。

臼
井
公
民
館

望によって、生涯学び続け
られる機会の提供を行いま
す。

Ｎｏ．４９
<生涯学習活動の推進>

男女平等の視点に立ち、一
人ひとりが自分の能力や希
望によって、生涯学び続け
られる機会の提供を行いま
す。

新
規

◆情報提供や講座などを通じて機会の提供を継続していく。

規
公
民
館

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 33



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

Ｄ
　
男
女
平
等
の
視
点

Ⅰ
　

Ｎｏ．４９
<生涯学習活動の推進>

男女平等の視点に立ち、一
人ひとりが自分の能力や希
望によって、生涯学び続け
られる機会の提供を行いま
す。

新
規

根
郷
公
民
館

Ｎｏ．４９
<生涯学習活動の推進>

男女平等の視点に立ち、一
人ひとりが自分の能力や希
望によって、生涯学び続け
られる機会の提供を行いま
す。

◆成人教育事業として、佐倉学講座、パソコン講座など各種事業を実施し、男女の情報格差の是
正と生涯学習の機会を提供した。

◆しづ市民大学を実施した。「しづ学入門」、「リフレッシュ健康学」、「おやじの食事学」、「くらしの
情報学」の４コースを開設し、参加者の興味関心を高める学習内容を企画して生涯学習の機会を
提供した。
（しづ学入門２０回、リフレッシュ健康学１９回、おやじの食事学１８回、くらしの情報学１９回実施）

志
津
公
民
館

新
規

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

に
立

っ
た
教
育
・
学
習
の
推
進

人
権
の
尊
重

弥
富
公
民
館

Ｎｏ．４９
<生涯学習活動の推進>

男女平等の視点に立ち、一
人ひとりが自分の能力や希
望によって、生涯学び続け
られる機会の提供を行いま
す。

◆通年において、地域で活動するサークル等に学習機会の提供を行った。

◆和田地域塾（通年）
◆ふるさと味工房など地域の特性を踏まえた主催事業の実施を通じ、学習機会の提供に努め
た。

新
規

新
規

和
田
公
民
館

Ｎｏ．４９
<生涯学習活動の推進>

男女平等の視点に立ち、一
人ひとりが自分の能力や希
望によって、生涯学び続け
られる機会の提供を行いま
す。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 34



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

Ｄ
　
男
女
平
等
の
視
点

Ⅰ
　

◆地域サークルを始めとする公民館利用団体に対し、学習室の提供により、各団体の行う文化活
動等を支援した。多くの団体において、男女を問わず学習活動への参加が見られるため、目的を
十分に達成していると考えられる。

Ｎｏ．５０
<市民の自主的な学習グ
ループ、サークル活動への
支援>

自主学習グループやサーク
ルの文化活動等を支援する
ことで、男女が共に参画す
る社会づくりを促進します。

Ｎｏ．５０
<市民の自主的な学習グ
ループ、サークル活動への
支援>

自主学習グループやサーク
ルの文化活動等を支援する
ことで、男女が共に参画す
る社会づくりを促進します。

新
規 ◆各公民館においては、利用者との懇談会・説明会等を開催したり、団体育成事業として、利用

団体・学習したい市民の求めに応じて、さまざまな学習相談に応じて、活動の支援している。

社
会
教
育
課

中
央
公
民
館

新
規

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

に
立

っ
た
教
育
・
学
習
の
推
進

人
権
の
尊
重

◆平成２２年１０月１５、１６、１７日の３日間、志津公民館、西志津ふれあいセンターの２会場で第３
７回志津公民館祭を実施。利用者の日頃の学習活動の成果を披露する機会と交流の場を提供し
た。
（利用者による実行委員会を組織し公民館祭を実施。３日間で延べ２，６３７人参加）

新
規

志
津
公
民
館

Ｎｏ．５０
<市民の自主的な学習グ
ループ、サークル活動への
支援>

自主学習グループやサーク
ルの文化活動等を支援する
ことで、男女が共に参画す
る社会づくりを促進します。

新
規 ◆学習する場所だけではなく、その成果を集約・公表するための専用のスペース提供を通じて支

援している。

臼
井
公
民
館

Ｎｏ．５０
<市民の自主的な学習グ
ループ、サークル活動への
支援>

自主学習グループやサーク
ルの文化活動等を支援する
ことで、男女が共に参画す
る社会づくりを促進します。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 35



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表
Ⅰ　人権の尊重

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問 評価結果
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

Ｄ
　
男
女
平
等
の
視
点
に
立

っ
た
教

Ⅰ
　
人
権
の
尊
重

根
郷
公
民
館

Ｎｏ．５０
<市民の自主的な学習グ
ループ、サークル活動への
支援>

自主学習グループやサーク
ルの文化活動等を支援する
ことで、男女が共に参画す
る社会づくりを促進します。

◆情報収集を行い、地域サークルの育成に努める。

Ｎｏ．５０
<市民の自主的な学習グ
ループ、サークル活動への
支援>

自主学習グループやサーク
ルの文化活動等を支援する
ことで、男女が共に参画す
る社会づくりを促進します。

新
規

新
規

和
田
公
民
館

◆和田公民館文化展（11月）
◆公民館を利用しているサークルに呼びかけ、学習の成果物の展示を行い、それを通じてグ
ループ間の交流ややりがいの提供をすることができた。、

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

教
育
・
学
習
の
推
進

重

◆通年において、地域で活動するサークル等に支援を行った。

Ｎｏ．５０
<市民の自主的な学習グ
ループ、サークル活動への
支援>

自主学習グループやサーク
ルの文化活動等を支援する
ことで、男女が共に参画す
る社会づくりを促進します。

弥
富
公
民
館

新
規

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 36



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

Ⅱ
　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

Ｅ
　
職
場
に
お
け

　【施策の方向：①雇用機会の均等及び職場環境の整備、改善】
Ｎｏ．５１
<商工会議所との連携、協
力>

商工会議所を通じて、自営
業者を含む市内企業等に
男女平等参画社会づくりに
対する理解と協力を求めま
す。

新
規

産
業
振
興
課

◆商工会議所を通じて、男女雇用機会均等法に係る法制度の周知、育児・介護休業制度の周知
及び利用促進、職場におけるセクシュアル・ハラスメント防止の周知、ポジティブ・アクションの推
進等について、各種パンフレットを設置、配布を行った。

Ｎｏ．５２
<パートタイム労働者等への
関係法規等の情報提供>

労働者の権利と責任に関す
る理解を深めるために、 新

産
業

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 C

22 C
23

24

25

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

け
る
男
女
平
等
参
画

パートタイム労働者等に対
し、関係機関と連携して法
令等の情報提供を行いま
す。

新
規

振
興
課

◆関係機関と連携し、窓口において各種パンフレットの設置、配布による情報提供を行った。

　【施策の方向：②「仕事と生活の調和」意識の浸透】
Ｎｏ．５３
<事業所等へのワーク・ライ
フ・バランス意識の普及・啓
発>

関係機関と連携し、事業所
等へのワーク・ライフ・バラ
ンスに関する取り組みを促
進します。

重
点
事
業
・
新
規

産
業
振
興
課

21：
・事業所への積極的な展開がありま
せん。
・商工会議所を通じて何かをしようと
している感じを受けません。
・先進企業等に学んでいただきた
い。
22：
・パンフレットの配架だけでは、実施
したと言えません。

◆商工会議所をはじめとする関係機関と連携し、窓口において各種パンフレットの設置、配布に
よる情報提供を行った。
◆育児・介護休業法の改正について、ホームページ上に記事を掲載した。
◆千葉県労働局が実施する均等・両立推進企業表彰の対象となる企業（ポジティブ・アクションや
仕事と育児・介護との両立支援のための取組を推進している企業）の募集について、パンフレット
を配布した。
◇商工会議所事業において、先進事例の研究、紹介等を行い、事業所へのワーク・ライフ・バラ
ンス意識の更なる普及・啓発等を図ってまいりたい。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 35



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ⅱ
　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

Ｎｏ．５４
<市職員へのワーク・ライフ・
バランス意識の普及・啓発>

市職員一人ひとりがワーク・
ライフ・バランス意識を持っ
て仕事に当たるとともに、実
践していけるように積極的
な働きかけや、情報提供を
行います。

新
規

総
務
課

◆イントラネットによりワーク・ライフ・バランスの周知を図り、推進キャンペーン時には全庁一斉定
時退庁の協力を呼びかけた。
◇時間外勤務の全体的な現象には至っておらず、さらにワーク・ライフ・バランスを実践していける
職場環境の整備が必要である。

Ｎｏ．５４
<市職員へのワーク・ライフ・
バランス意識の普及・啓発>

市職員一人ひとりがワーク・
ライフ・バランス意識を持っ
て仕事に当たるとともに、実
していけるように積極的

新
規

自
治
人
権
推 ◆新規採用職員を対象とした研修を実施した。

Ｅ
　
職
場
に
お
け
る

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

践していけるように積極的
な働きかけや、情報提供を
行います。

推
進
課

◆新規採用職員を対象とした研修を実施した。
◇ワーク・ライフ・バランス意識が浸透しているとは言えない。

　【施策の方向：③女性の再チャレンジをはじめとした就労支援】
Ｎｏ．５５
<女性の職業能力開発の支
援>

就労を希望する女性の職業
能力を高めるための支援に
関する情報提供を行いま
す。
□関係機関で行われている
職業意識、職業能力増進の
ための講座、訓練機会の情
報提供

重
点
事
業
・
継
続

産
業
振
興
課

21：
【附帯意見】
情報提供後の踏み込んだ施策の実
施に期待しています。
22：特になし

◆ちば仕事プラザが実施する「子育てお母さんの再就職支援セミナー」の開催案内について、こ
うほう佐倉9月15日号に掲載するとともに、セミナー開催の運営支援を行った。
◆ジョブカフェちばが実施する「ジョブカフェセミナー」の開催案内について、こうほう佐倉へ掲載
（年3回）するとともに、セミナー開催の運営支援を行った。
◆随時、窓口、佐倉市ホームページ等で、関係機関が実施している各種セミナーや講座を紹介。

る
男
女
平
等
参
画

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 36



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｅ
　
職
場
に
お
け
る
男

Ⅱ
　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

産
業
振
興
課

21：事業実施にあたって、主体性を
感じられません。
22：特になし

◆ミレニアムセンター佐倉内に地域職業相談室を設置。相談員2名が常駐し、公共職業安定所と
連携しながら就業に関する相談事業及び情報提供を行った。
◆佐倉市ホームページ上に地域職業相談室の利用案内及び職業相談の実施についての記事
を掲載するとともに、こうほう佐倉（毎月1日号）においても利用案内を掲載した。
◆随時、窓口や佐倉市ホームページ上にて、就業（求職・求人情報、内職など）に関する各種機
関を紹介した。
◆各関係機関と連携し、就職支援セミナーの開催にあたっての運営支援を行った。

Ｎｏ．５７
<関係機関と連携した再就
職支援>

関係機関と連携し、再就職
を図るための情報提供を行
います。

継
続

産
業
振
興
課

◆千葉県雇用労働課や子育てお母さんの再就職センター等の関係機関と連携し、こうほう佐倉、
市ホームページ上において 各種セミナーや各種講座 相談事業等の情報を提供した

Ｎｏ．５６
<就業相談事業の支援>

広報紙等を利用し、定期的
に就業相談窓口情報を提
供するとともに、関係機関と
の連携を図りながら、女性
の就職・再就職等のための
相談事業の支援を行いま
す。

重
点
事
業
・
継
続

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

男
女
平
等
参
画

バ
ラ
ン
ス
の
推
進

課 市ホームページ上において、各種セミナーや各種講座、相談事業等の情報を提供した。

Ｎｏ．５８
<地域職業相談室の利用促
進>

公共職業安定所と連携する
とともに、地域職業相談室
設置について広報し、利用
の促進を図ります。

継
続

産
業
振
興
課

◆地域職業相談室において、公共職業安定所から派遣された相談員による職業相談を実施。
◆佐倉市ホームページ上に地域職業相談室についての利用案内を掲載するとともに、職業相談
の利用案内について、こうほう佐倉（毎月1日号）に掲載した。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 37



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

Ｅ
　
職
場
に
お
け

Ⅱ
　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

Ｎｏ．５９
<創業に対する支援>

関係機関と連携を図り、創
業に関する情報提供等を行
います。

継
続

産
業
振
興
課

◆関係機関と連携し、窓口における案内パンフレットの配置、配布による情報提供。
◆「創業セミナー」及び「創業塾セミナー」の開催案内について、こうほう佐倉に掲載した（8月1
日・10月1日）。
◆商工会議所において、毎月1回個別相談会を実施した。

　【施策の方向：④農業、自営業等における男女平等参画の推進】
Ｎｏ．６０
<自営業者への男女平等参
画>

商工会議所を通じて、自営
業者を含む市内企業等に
男女平等参画社会づくりへ
の理解と協力を求めます。
（ 掲）

継
続

産
業
振
興
課

◆商工会議所を通じて、男女雇用機会均等法など法制度の周知、育児・介護休業制度の周知及
び利用促進、職場におけるセクシュアル・ハラスメント防止の周知、ポジティブ・アクションの推進
等を図るため、各種パンフレットを設置、配布を行った。

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

け
る
男
女
平
等
参
画

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

（再掲）

Ｎｏ．６１
<農業従事者を対象に、男
女平等参画を実現するため
の講座等の開催>
農業における男女平等参画
社会の実現を目材し、積極
的な情報提供を進めながら
講座等を開催します。
□農業に従事する女性の能
力開発研修会等の実施
□女性の果たしている役割
を適正に評価し、女性の社
会的基盤を確立するため
に、家族経営協定の普及や
農業者年金への女性の加
入促進を図る講座、訪問説
明等の実施
【指標】
・訪問説明の実施：年２回以
上

継
続

農
政
課

◆女性グループ主催による講座に向けて、女性農業者団体に対して、関係機関と連携して米粉
料理教室を２回開催した。家族経営協定の普及のための個別訪問を実施した。

【指標達成状況：○】
・女性グループ主催による講座または訪問説明の実施：女性農業者団体に対して、米粉料理教
室を２回開催
家族経営協定の普及に向けて、農家に個別訪問。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 38



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

Ⅱ
　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

Ｅ
　
職
場
に
お
け
る
男
女

Ｎｏ．６１
<農業従事者を対象に、男
女平等参画を実現するため
の講座等の開催>
農業における男女平等参画
社会の実現を目材し、積極
的な情報提供を進めながら
講座等を開催します。
□農業に従事する女性の能
力開発研修会等の実施
□女性の果たしている役割
を適正に評価し、女性の社
会的基盤を確立するため
に、家族経営協定の普及や
農業者年金への女性の加
入促進を図る講座、訪問説
明等の実施

【指標】
・訪問説明の実施：年２回以
上

継
続

農
業
委
員
会

◆農村社会における文化伝承の担い手であり、農業経営における大切なパートナーとしての女
性農業者の役割を認識し、女性が地域社会で積極的に活動できるよう、農業委員が市内各農家
へ男女共同参画の啓発活動を行った。
◆農村地域から選出された農業委員が、市内各農家との日常的な交流や地域イベント参加を通
じて、農業経営への男女共同参画を啓発、推進した。

【指標達成状況：○】
・訪問説明の実施：年２回以上

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

ラ
ン
ス
の
推
進

平
等
参
画

上

Ｎｏ．６２
<女性農業従事者のネット
ワークづくりの推進>

地域の連帯感を高め、女性
グループの交流を深めるた
めに、ネットワークづくりを推
進します。
【指標】
・女性グループ：１グループ
以上

継
続

農
政
課

◆女性新規就農者を女性グループに参加を促し、ネットワークづくりを推進した。
◆各地域の女性グループによる自主的な農産物加工、調理教室などによる技術や情報交換を
図った。

【指標達成状況：△】
・女性グループ：２グループによる合同の勉強会を開催

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 39



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

Ｅ
　
職
場
に
お
け
る
男

Ⅱ
　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

Ｎｏ．６３
<農業労働力の補完システ
ムの研究及び検討>

農業における男女平等参画
を推進するため、県及び関
係機関と連携を図り、農業
労働力の補完システムの研
究及び検討を進める。
【指標】
・関係機関と連携して研究
及び検討：年１回以上

継
続

農
政
課

◆休日の確保のため、畜産ヘルパー利用の推進を図った。
　ヘルパー利用（延べ利用人数２７７人、延べ利用日数１９５日）

【指標達成状況：△】
・関係機関と連携して研究及び検討：畜産ヘルパーへの補助を通して研究・検討

Ｎｏ．６４
<家族経営協定の締結の支
援>

印旛農業改良普及センター
との連携を図りながら家族
経営協定の締結を支援しま
す。

継
続

農
政
課

◆印旛農業改良普及センターと連携し、戸別訪問により家族経営協定の締結を支援した。

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

男
女
平
等
参
画

バ
ラ
ン
ス
の
推
進

【指標】
・家族経営協定の締結：年４
件以上

【指標達成状況：△】
・家族経営協定の締結：１件

Ｎｏ．６５
<農業者年金の加入促進>

家族経営協定及び農業者
年金の加入促進に努めま
す。

【指標】
・農業者年金加入：年２件

継
続

農
業
委
員
会

◆農家世帯における共同経営者としての女性の地位向上を目指し、夫婦間の役割分担や給料
報酬支払いの明確化を目指した家族経営協定を締結するよう、農業委員が各農家世帯に働きか
けを行った。
◆農家世帯が夫婦ともに農業者年金へ加入するよう勧誘し、男女農業者のワーク・ライフ・バラン
スが実現されるよう推進した。

【指標達成状況：△】
・農業者年金加入：年１件

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 40



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｅ
　
職
場
に
お
け
る

Ⅱ
　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

Ｎｏ．６６
<起業活動の支援>

起業のための補助金等によ
る支援制度等について、積
極的に情報を提供します。

【指標】
・支援制度等の情報提供：
年１回以上

継
続

農
政
課
◆女性農業者の相談に応じ、農地の斡旋、農業機械の導入支援を実施した。

【指標達成状況：○】
・支援制度等の情報提供：新規就農支援　３件

Ｎｏ．６７
<農業指導者層に対する男
女平等意識を形成する講座
等の開催>
農業における男女平等参画
社会の実現に向け、農業指
導者層を対象とした男女平
等意識を形成する講座、研
修会等を関係機関と連携を

継
続

農
政
課

◆平成２２年１１月６日（土）、佐倉市民音楽ホール及び御伊勢公園において「佐倉アグリフォーラ
ム２０１０」を開催し、女性農業者等による講演会を開催した。また、御伊勢公園においては女性グ
ループ２グループによる農産物の販売等を行った。

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

る
男
女
平
等
参
画

・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

修会等を関係機関と連携を
図りながら開催します。

【指標】
・関係機関と連携し講座・研
修会等を開催：年１回以上

課

【指標達成状況：○】
・関係機関と連携し講座・研修会を開催：１回

Ｎｏ．６７
<農業指導者層に対する男
女平等意識を形成する講座
等の開催>
農業における男女平等参画
社会の実現に向け、農業指
導者層を対象とした男女平
等意識を形成する講座、研
修会等を関係機関と連携を
図りながら開催します。
【指標】
・講演会の開催：年１回以上

継
続

農
業
委
員
会

◆平成２２年１０月に「佐倉アグリフォーラム２０１０」が開催され、市内に在住する女性農業者によ
り女性農業者の立場から見た農業の課題について講演が行われた。農業委員会は、市主催のこ
のイベントを後援した。

【指標達成状況：○】
・講演会の開催：年１回

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 41



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

Ⅱ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

Ｅ
　
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
参
画

Ｎｏ．６８
<女性の経営能力と生産技
術能力の向上のための講
座等の開催>
農業における男女平等参画
社会の実現を目指し、女性
の経営能力と生産技術向上
のための講座等を開催しま
す。
□食品衛生法等の学習講 座
□家族経営協定等に関する講座
□インターネットなどを活用した農産

物販売の研究講座

【指標】
・関係機関と連携した講座、
研修会等の開催：年１回以
上

継
続

農
政
課

◆千葉県農産漁村女性団体ネットワークと千葉県等が共催する印旛地域男女共同参画研修会
に参加するなど、男女が共同参画する地域社会の実現に向けて積極的な情報収集を行った。

【指標達成状況：○】
・関係機関と連携した講座、研修会等の開催：年１回

【施策の方向：①家庭における男女平等参画意識の浸透】　
Ｎｏ．６９
<家庭における男女平等参
画意識の浸透を図るための

22 A
23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24
25

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

Ｆ
　
家
庭
に
お
け
る
男
女
平
等
参
画

画意識の浸透を図るための
学習機会や情報の提供>
男女が共に助け合い、家庭
を担う平等参画意識の向上
を目指した学習機会の提供
を行います。
□子どもたちの男女平等参 画意識と自立
性を育むた め、成人を対象とした学習機
会の提供
□家事全般に関する実践的な学習機会の

提供

【指標】
・学習会等の開催：年１回以
上

重
点
事
業
・
新
規

自
治
人
権
推
進
課

21：特になし
22：特になし

◆平成２２年１０月２日（土）、９日（土）、１６日（土）、２３日（土）に、ミウズ学習室及びミレニアムセ
ンター会議室、調理室において、男性を対象とした学習会「熟年時代の土曜塾」を実施。
①地域デビュー　②生き方　③料理教室　④健康な体
◆平成２３年２月１９日（土）、２６日（土）に、ミウズ学習室及びミレニアムセンター調理室におい
て、若い男性を対象とした学習会「育メン講座」を実施。
①赤ちゃんを知ろう!　②男子厨房に入る！

【指標達成状況：○】
・学習会等の開催：年２回

自
治
人
権
推
進
課

◆平成２２年６月２９日（金）に、ミレニアムセンター佐倉において、市民を対象とした講演会「講談
で語る　ワーク・ライフ・バランス」を実施。ワーク・ライフ・バランスを分かりやすく講談で語っていた
だいた。

Ｎｏ．７０
<家庭におけるワーク・ライ
フ・バランス意識の普及・啓
発>

広く市民にワーク・ライフ・バ
ランス意識を普及・啓発して
いくための、情報や学習機
会を提供します。

新
規

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 42



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　□　　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｆ
　
家
庭
に
お
け
る
男

Ⅱ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

Ｎｏ．７１
<仕事と育児の両立を支援
する情報及び研修機会の
提供>

男女が共に助け合い、育児
にかかわることの重要性に
ついての理解を深め、共に
働き続けられるよう仕事と
家庭の両立を支援する情報
の提供や講座等を実施しま
す。

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆平成２３年２月１９日（土）、２６日（土）、ミウズ学習室及びミレニアムセンター調理室において、
若い男性を対象とした学習会「育メン講座」を実施。参加者２７名。

Ｎｏ．７１
<仕事と育児の両立を支援
する情報及び研修機会の
提供>

男女が共に助け合い、育児
にかかわることの重要性に
ついての理解を深め 共に

継
続

健
康
増
進

◆マタニティクラス・プレママ体験において、父親に対して、妊産婦の体の変化や、育児協力の大
切さを伝え、夫婦共同の必要性の認識を促した。
◆マタニティクラステキストに 「働きながらお母さんになるあなたへ」のリーフレットを同封 働く女

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

男
女
平
等
参
画

ラ
ン
ス
の
推
進

◆佐倉市HP・広報（子育て応援情報コーナー「すくすく佐倉っ子」等）・情報誌等により情報提供
を行った。

ついての理解を深め、共に
働き続けるよう仕事と家庭
の両立を支援する情報の提
供や講座等を実施します。

進
課
◆マタニティクラステキストに、「働きながらお母さんになるあなたへ」のリーフレットを同封。働く女
性の妊娠、出産、育児のための制度について情報提供を行った。また、子育て支援課発行の「さ
くらっ子・子育てナビ」を用いて、佐倉市の育児サービスや、保育園などの情報を提供した。

Ｎｏ．７１
<仕事と育児の両立を支援
する情報及び研修機会の
提供>
男女が共に助け合い、育児
にかかわることの重要性に
ついての理解を深め、共に
働き続けられるよう仕事と
家庭の両立を支援する情報
の提供や講座等を実施しま
す。

継
続

子
育
て
支
援
課

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 43



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A

Ｎｏ．７２
<保育サービス等の充実>
仕事と子育ての両立を支援
し、安心して働くことができ
るよう、多様な保育制度の
充実を図ります。
□乳児保育事業
□障害児保育事業

重
点
事

子
育
て

21：特になし
実施状況 記載は前年と 言

◆乳児保育事業については公立４園・民間４園実施。
　障害児保育事業・時間延長保育事業については公立・民間全園実施。
一時預かり・特定保育事業については公立２園、民間３園実施。

Ｎｏ．７１
<仕事と育児の両立を支援
する情報及び研修機会の
提供>

男女が共に助け合い、育児
にかかわることの重要性に
ついての理解を深め、共に
働き続けられるよう仕事と
家庭の両立を支援する情報
の提供や講座等を実施しま
す。

継
続

社
会
教
育
課

◆家庭教育事業の中で、マタニティジャケットの試着体験等、男女が共に子育てに関わるような機
会を設定し、家庭での子育て、家事のあり方について見直す機会を提供している。

Ｆ
　
家
庭
に
お
け

Ⅱ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

　【施策の方向：②多様な子育て環境の整備と情報の提供】

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

□障害児保育事業
□一時保育事業
　（私的・否定型・緊急）
□時間延長保育事業

　（早朝・夜間）

【指標】
・保育士等への研修の実
施：年３回

事
業
・
継
続

て
支
援
課

22：実施状況の記載は前年と一言
一句変わらないものです。

　 時預かり 特定保育事業については公立２園、民間３園実施。

【指標達成状況　○】
　保育士等への研修：年１０回以上実施

け
る
男
女
平
等
参
画

・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進 Ｎｏ．７３

<市主催事業における託児
サービスの充実>

乳幼児を抱えた女性の社会
参画を支援していくために、
市主催事業における託児
サービスを充実します。

【指標】
・庁内への託児サービスに
関する啓発：年１回以上

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆平成２２年５月、庁内のイントラネットにおいて、託児サービスに関する啓発を行った。

【指標達成状況：○】
・庁内への託児サービスに関する啓発：年１回

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 44



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ⅱ
 
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

Ｆ
　
家
庭
に
お
け
る
男
女

Ｎｏ．７５
<保育サービスに関する情
報の提供>

保育園を利用しやすくする
ために、保育園や子育て支
援センターの保育時間や保
育内容等に関する情報の充

継
続

子
育
て
支

Ｎｏ．７４
<ファミリー・サポートセン
ターの開設>
事業委託等によりファミ
リー・サポートセンターを開
設し、子育てを支援する多
様な保育サービスを提供す
るとともに、併せて市民公益
団体の情報提供を図りま
す。
【指標】
・ファミリー・サポートセンターの
開設：平成２２年度以降

継
続

子
育
て
支
援
課

◆委託事業とし「佐倉市ファミリーサポートセンター」を開設し、平成22年4月より事業を開始した。
　地域に根差した子育て応援態勢として、会員数も２３３名と増加し活動も活発化してきている。
◇今後は佐倉市HP・広報等を活用し、広く周知されるよう情報提供に努める。また、サービスの提
供会員を増加させる。
　

【指標達成状況　○】
　ファミリー・サポートセンターの開設：平成22年4月
　

◆佐倉市HP 広報 情報誌等で情報提供を行 た

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

平
等
参
画
意
識
の
浸
透

育内容等に関する情報の充
実を図ります。

続 支
援
課

◆佐倉市HP・広報・情報誌等で情報提供を行った。
◇ホームページでの情報提供をよりわかりやすくする必要がある。

Ｎｏ．７６
<保育施設等の整備、拡充>

多様化する保育ニーズに対
応するため、保育施設等の
整備、拡充を図ります。

【指標】
・市有地を活用した民間保
育園の誘致：平成２１年度
実施予定

継
続

子
育
て
支
援
課

◆平成２２年５月に定員９０名の認可保育園が開園した。
◆認可外保育園の認可取得を支援し、平成２２年５月に定員６０名で開園した。
◆馬渡保育園（定員６０名→９０名）、佐倉保育園（定員１２０名→１３０名）建替え事業を進めた。
　
【指標達成状況　○】
 市有地を活用した民間保育園の誘致：平成２２年５月開園

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 45



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｆ
　
家
庭
に
お
け
る
男
女

Ⅱ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

◇保育ニーズに対応するため、病児・病後児保育について検討を進めた。

Ｎｏ．７７
<学童保育事業の充実>

日中、保護者がいない児童
に対し、適切な遊びや生活
の場を与えられるよう、学童
保育の充実を図ります。
【指標】
・学童保育所未整備校への
学童保育所の設置：全学
区・全学年を対象として整
備

継
続

子
育
て
支
援
課

◆２２年度末現在、佐倉市内の学童保育所は公立２３施設、民間５施設の計２８施設が整備され
ている。これを小学校区で見てみると、２３小学校区中２２小学校区に学童保育所が整備されてお
り、未整備小学校区は和田小学校区のみとなっている。
◇学童保育所の中には、定員を大きく上回る児童が入所している施設もあり、過密状態の解消を
図る必要がある。
【指標達成状況：△】
・学童保育所設置学区　　　　　　　22/23小学校区　　（未整備学区は和田小学校区）
　→平成２３年度に、和田小学校区に設置を予定
・全学年受入施設整備学区　　　　16/23小学校区

Ｎｏ．７８
<病児・病後児保育の検討>

多様化する保育ニーズに対
応するため、病児・病後児
保育についての検討を進め
ます。 継

続

子
育
て
支

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 A
23

24

25

平
等
参
画
意
識
の
浸
透

・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

【指標達成状況：△】
・病児・病後保育の開始：平成２３年度中に事業開始を予定【指標】

・病児・病後児保育の開始：
平成２２年度以降

続 支
援
課

Ｎｏ．７９
<ひとり親家庭に対する生活
支援の充実>

ひとり親家庭の生活面での
自立を支援し、生活の安定
と福祉の充実を図ります。

重
点
事
業
・
継
続

児
童
青
少
年
課

21：さらなる推進をしていただきた
い。
22：特になし◆ひとり親家庭自立支援員（週４日、１人）を配置し、専門相談を実施している。

　相談件数：３２２件

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 46



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｆ
　
家
庭
に
お
け
る

Ⅱ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

　【施策の方向：③介護に関する環境の整備と情報の提供】

◆介護保険のパンフレットやケアマネジャー・介護サービス事業所の一覧を配布したり、ホーム
ページに独自の事業所情報提供システムを導入するなど行っており、介護保険サービスを利用し
て家族の介護負担を減少し、仕事と介護が両立できるように情報提供を行っている。

高
齢
者

Ｎｏ．８０
<仕事と介護の両立を支援
する情報及び研修機会の
提供>

く男女が共に介護を担 継

Ｎｏ．８０
<仕事と介護の両立を支援
する情報及び研修機会の
提供>

働く男女が共に介護を担
い、家庭責任を果たすこと
ができるよう、仕事と介護の
両立を支援する情報と研修
機会の提供を促進します。

継
続

介
護
保
険
課

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

る
男
女
平
等
参
画

・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

福
祉
課
◇該当事業なし

◆年間を通じて、市内5圏域で、地域包括支援センターが、介護教室の開催や相談事業を随時
実施している。また、高齢者福祉課において、介護に関する相談を随時受けている。平成２２年度
は介護をしている家族のストレスや悩みを話し合ったり、リフレッシュ体験をする介護者の集いを
拡充し開催した。

【指標達成状況：○】
◆介護者教室の開催：９回　　参加者数：９８人、（介護者のつどい：３４回　参加者数２７３人）

働く男女が共に介護を担
い、家庭責任を果たすこと
ができるよう、仕事と介護の
両立を支援する情報と研修
機会の提供を促進します。

続

Ｎｏ．８１
<在宅介護教室の充実及び
介護相談の実施>
高齢者を介護している家族
等に対して、介護方法、介
護予防、介護者の健康づく
り等、介護に必要とされる知
識及び技術を習得させるた
めの講義や実習を行うとと
もに介護相談を開催しま
す。
【指標】
・介護者教室の開催：年２０
回

重
点
事
業
・
継
続

高
齢
者
福
祉
課

21：特になし
22：特になし

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 47



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスの推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

Ⅱ
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

Ｆ
　
家
庭
に
お
け
る
男
女
平
等
参
画

Ｎｏ．８２
<介護保険サービス等に関
する情報提供の促進>

要介護高齢者を抱える家族
を支援するために、介護保
険制度やサービス提供事業
者、福祉ボランティア等の介
護に関する情報提供の促進
を図ります。

継
続

高
齢
者
福
祉
課

◆平成２２年度、千葉県認知症地域支援体制構築モデル事業の一環として、市内5圏域における
「高齢者を支える地域資源マップ」を作成した。内容は佐倉市の福祉サービス、民間の生活支援
サービス、介護保険、認知症に関する情報、福祉施設の紹介等を明瞭に整理し、マップ化した。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 48



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅲ　あらゆる場への男女平等参画の推進

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 C

22 C

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 C

Ｇ
　
意
思
決
定
過
程
に
お
け
る
男

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男
女
平
等

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

【施策の方向：①政策・方針決定への女性の参画の促進】　
Ｎｏ．８３
<各種審議会・委員会等の
女性委員比率の向上>
女性委員の登用率の向上
に向け、女性委員のいない
審議会などの解消を進める
など、関係部署への周知を
図り、目標比率（３５％）の
達成を目指します。
【指標】
・各種審議会、委員会等の
女性委員比率：３５％

重
点
事
業
・
継
続

総
務
課

21：目標値に達しない原因を探り、
数値目標35％達成に向け具体策を
打ち出していただきたい。
22：特になし

◆審議会等への女性委員の登用については、「佐倉市付属機関等の設置及び運営に関する要
綱」によって、佐倉市男女平等参画基本計画における目標値（３５％）以上を目指すとしている。
◆所管課から審議会等の公募委員選考基準について相談があった場合、女性委員の目標登用
率を示し、積極的に登用するようアドバイスを行った。
◇目標としている「各種審議会、委員等の女性委員比率３５％」が達成できていないので、審議会
委員選考の際に女性委員の登用を積極的に推進するよう庁内啓発を行う。
◇「佐倉市附属機関等の設置及び運営に関する要綱」により、関係所属への周知に努める。
【指標達成状況：×】
・各種審議会、委員会等の女性委員比率：２４．８％
→関係所属への周知に努め、適材適所ということを踏まえ、女性の登用を進めていく。

Ｎｏ．８３
<各種審議会・委員会等の
女性委員比率の向上>

22 C

23

24

25

男
女
平
等
参
画

等
参
画
の
推
進

21：目標値に達しない原因を探り、
数値目標35％達成に向け具体策を
打ち出していただきたい。
22：特になし

◆女性委員のいない審議会の解消を進めるため、審議会等の公募委員募集要項に、男女比に
ついての項目を追加した（エコライフ推進員）。
◇今後、このような取組みを全庁的に紹介し、目標比率（３５％）の達成に向け、着実に一歩ずつ
実践していく。

【指標達成状況：×】
・各種審議会、委員会等の女性委員比率：２４．８％
→女性委員のいない審議会の解消を図るため、委員募集要項の改正などを全庁的に広めてい
く。

女性委員の登用率の向上
に向け、女性委員のいない
審議会などの解消を進める
など、関係部署への周知を
図り、目標比率（３５％）の
達成を目指します。
【指標】
・各種審議会、委員会等の
女性委員比率：３５％

重
点
事
業
・
継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 49



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅲ　あらゆる場への男女平等参画の推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｇ
　
意
思
決
定
過
程
に
お

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男

Ｎｏ．８４
<審議会・委員会等開催時
の託児サービスの充実>

政策・方針決定過程の場へ
の女性の参画を拡大してい
くために、審議会・委員会等
開催時の託児サービスを充
実し、育児中の女性の参画
を推進します。
【指標】
・庁内への託児サービスに
関する啓発：年１回以上

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆各種イベントだけでなく、自治基本条例市民会議や地域福祉計画タウンミーティング、都市マス
タープラン策定地区別懇話会等の政策・方針決定過程の場に臨時託児室を設置した。
◆臨時託児室設置を更に普及させるため、託児費用を予算化していない所属についても、設置
することができるよう、自治人権推進課で予算要求した。
◆年1回（５月）、庁内イントラネットにおいて託児サービスに関する啓発を行った。

【指標達成状況：】
・庁内への託児サービスに関する啓発：年１回

Ｎｏ．８５
<男女平等を基本とした学
校運営の推進>

男女平等を基本にした学校
運営を推進するとともに、指
導的立場への女性教職員
の 用など 学校 の意

継
続

学
務
課

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

お
け
る
男
女
平
等
参
画

男
女
平
等
参
画
の
推
進

の登用など、学校運営の意
思決定の場への女性の参
画を進めます。

続
課 ◆各主任層をはじめ、管理職においても積極的に女性教職員の登用を推進している。

Ｎｏ．８６
<職員の研修機会の充実>

政策立案能力養成等を目
的とした研修への女性の参
画を積極的に推進します。

継
続

総
務
課
◆男女に関わらず、主査補昇格時に企画立案能力養成を目的とした研修への参加を義務付け
ている。
◆千葉県自治研修センター主催の女性職員パワーアップ研修に毎年派遣を行っている。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 50



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅲ　あらゆる場への男女平等参画の推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 C

22 C
23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

Ｇ
　
意
思
決
定
過
程
に

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の

【施策の方向：②事業所や各種団体などの方針決定への女性の参画促進】　
Ｎｏ．８７
<事業所や各種団体等への
男女平等意識の醸成>

男女平等参画社会に関する
情報を提供し、男女平等意
識の醸成を図ります。

重
点
事
業
・
継
続

自
治
人
権
推
進
課

21：リーフレットの配布に留まらず、
研修会の開催などが効果的なの
で、実施について検討していただき
たい。
22：民間企業の実施している先進的
な取組みを取り上げてください。

◆男女平等参画啓発事業に関するリーフレットをミウズに配置するなどして各種団体等への啓発
を行った。
◇事業所等への直接のアプローチができていないので、その方策を検討しなければならない。

Ｎｏ．８８
<女性のエンパワーメントを
支援する講座等の開催>

地域活動団体等における各
種役員等への女性の参画

継

自
治
人

◆平成２２年６月４日（木）、ミウズ学習室において「今、聞き書きが面白い！」を開催。佐倉におけ
る活躍された女性たちの女性史を編さんすることで、次世代の女性たちのエンパワーメントに繋が
る とを目的と た 23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

に
お
け
る
男
女
平
等
参
画

の
男
女
平
等
参
画
の
推
進

種役員等 の女性の参画
を促進するために、女性の
エンパワーメントを支援する
講座等を開催します。
【指標】
・講座等の開催：年１回

継
続

人
権
推
進
課

ることを目的とした。
◆講座の参加者のうち数名が、引き続き、女性史の編さん事業に関わることになり、ミウズの独自
事業として事業を継続している。

【指標達成状況：○】
・講座等の開催：年１回

Ｎｏ．８９
<農業委員等への男女平等
参画の推進>

固定的な性別役割分担意
識に基づく慣行や習慣を見
直すとともに、農業委員等
への男女平等参画を推進し
ます。

継
続

農
政
課 ◇農業委員等について、女性委員の登用を図るため、関係機関等との調整を図り、農家の意識
改革を進めてまいりたい。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 51



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅲ　あらゆる場への男女平等参画の推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｇ
　
意
思
決
定
過
程
に
お

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男

Ｎｏ．８９
<農業委員等への男女平等
参画の推進>

固定的な性別役割分担意
識に基づく慣行や習慣を見
直すとともに、農業委員等
への男女平等参画を推進し
ます。

継
続

農
業
委
員
会
◆市長及び市議会議長に対し、市長が任命する農業委員に女性農業者が選任されるよう、全国
農業会議所会長及び千葉県農業会議会長との連名により農業委員会会長から依頼した。

Ｎｏ．９０
<農業における女性リー
ダーの育成>

農業における男女平等参画
社会の実現を推進するため
の、女性リーダーの育成に
向けた研修事業を推進しま

継
続

農
政
課

◇女性グループ主催による講座に向けて、女性農業者団体に対して、関係機関と連携して米粉
料理教室を２回開催した

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

お
け
る
男
女
平
等
参
画

男
女
平
等
参
画
の
推
進

向けた研修事業を推進しま
す。
【指標】
・女性リーダー数：１０人以
上

続
課 料理教室を２回開催した。

【指標達成状況：△】
・女性リーダー数：２人

Ｎｏ．９０
<農業における女性リー
ダーの育成>

農業における男女平等参画
社会の実現を推進するため
の、女性リーダーの育成に
向けた研修事業を推進しま
す。
【指標】
・講演会の開催：年１回

継
続

農
業
委
員
会

◆農業経営における女性農業者の役割について、農業委員会の役員会、総会等で協議した。
◆県主催の講演会等に事務局が参加し、関係機関と情報交換をするとともに、その内容を農業
委員にフィードバックしている。また、平成２２年１０月に「佐倉アグリフォーラム２０１０」が開催さ
れ、市内に在住する女性農業者により女性農業者の立場から見た農業の課題について講演が行
われた。農業委員会は、市主催のこのイベントを後援した。

【指標達成状況：○】
・講演会の開催：年１回

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 52
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評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｇ
　
意
思
決
定
過
程
に
お
け
る
男
女
平
等

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男

【施策の方向③：管理職などへの女性の積極的登用】　
Ｎｏ．９１
<職員の適材適所の配置と
職務の男女平等の徹底>

事務事業の見直しを行う中
で、適切な職務分担ができ
るよう図ります。
管理職に対する男女平等参
画に関する意識向上のため
の研修の強化

継
続

総
務
課

◆男女の性別にかかわらず、適材適所の配置に努め、人事異動を行った。
◆平成２３年１月に、新規採用職員を対象に行った人権研修の中で、男女平等参画に関する講
義を実施し、意識向上に努めた。
◇管理職を対象として、さらに男女平等参画に関する意識向上を図るため、研修や啓発に努める
必要がある。

◆男女にの性別にかかわらず、能力に応じて管理職の登用を行った。
◇管理職の女性比率が上がるよう 女性職員の管理職選考試験への受験率を高めるための働き

Ｎｏ．９２
<市管理職への女性登用推
進>

性別にかかわらず、適切な
人事管理を行う中で、女性
の管理職への 用を促進し

継
続

総
務
課

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 C

22 B
23

24

25

等
参
画

男
女
平
等
参
画
の
推
進

Ｈ
　
地
域
活
動
へ
の
男
女
平
等
参
画

◇管理職の女性比率が上がるよう、女性職員の管理職選考試験への受験率を高めるための働き
かけを行う必要がある。

【施策の方向：①地域活動への参加機会の拡大と情報の提供】　

の管理職への登用を促進し
ます。

続
課

Ｎｏ．９３
<地域活動における女性
リーダーの育成>

女性のエンパワーメント講
座の開催など、地域活動に
おける女性リーダー育成に
努めます。

【指標】
・講座の開催：年１回

重
点
事
業
・
継
続

自
治
人
権
推
進
課

21：女性リーダーの育成は不可欠で
す。事業実施に向けての方策を検
討していただきたい。
22：ミウズに対する認知度を高めて
いく必要があります。

◆平成２２年６月４日（木）、ミウズ学習室において「今、聞き書きが面白い！」を開催。佐倉におけ
る活躍された女性たちの女性史を編さんすることで、次世代の女性たちのエンパワーメントに繋が
ることを目的とした。
◆講座の参加者のうち数名が、引き続き、女性史の編さん事業に関わることになり、ミウズの独自
事業として事業を継続している。

【指標達成状況：○】
・講座等の開催：年１回

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 53
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評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

Ｈ
　
地
域
活
動
へ

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の

　【施策の方向：①地域活動への参加機会の拡大と情報の提供】
Ｎｏ．９４
<地域活動への男女の参加
促進>

地域へ目を向けるとともに、
地域活動への参加の契機と
なるような情報や学習会の
提供をします。

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆平成２２年１０月２日（土）、９日（土）、１６日（土）、２３日（土）に、ミウズ学習室及びミレニアムセ
ンター会議室、調理室において、男性を対象とした学習会「熟年時代の土曜塾」を実施。
①地域デビュー　②生き方　③料理教室　④健康な体
◆平成２３年２月１９日（土）、２６日（土）に、ミウズ学習室及びミレニアムセンター調理室におい
て、若い男性を対象とした学習会「育メン講座」を実施。
①赤ちゃんを知ろう!　②男子厨房に入る！

Ｎｏ．９４
<地域活動への男女の参画
促進>

地域へ目を向けるとともに、
地域活動への参画の契機と

継

中
央

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

の
男
女
平
等
参
画

の
男
女
平
等
参
画
の
推
進

地域活動 の参画の契機と
なるような情報や学習機会
の提供をします。

継
続

央
公
民
館
◆地域活動への参加を促すため各種講座・主催事業を実施し、地域の住民に学習機会を提供し
た。多くの講座において、男女を問わず学習活動への参加があった。

Ｎｏ．９４
<地域活動への男女の参画
促進>

地域へ目を向けるとともに、
地域活動への参画の契機と
なるような情報や学習機会
の提供をします。

継
続

臼
井
公
民
館

◆市内外の情報や自治人権推進課主催事業への会場提供などを通じて、情報提供や学習機会
の提供をする。
◆平成２３年度には、地域間、世代間のコミュニケーションに関する講座を企画している。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 54
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評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

Ｈ
　
地
域
活
動
へ
の

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男

Ｎｏ．９４
<地域活動への男女の参画
促進>

地域へ目を向けるとともに、
地域活動への参画の契機と
なるような情報や学習機会
の提供をします。 継

続

志
津
公
民
館

◆しづ市民大学の「しづ学入門コース」で志津地区の郷土史をとりあげ、地域の歴史を学習する
ことによって郷土への愛着を深めた（しづ学入門コース１９回実施）。また、ボランティア活動につ
いて学習する日も設けた（平成２３年２月５日実施）。
◆志津地区にある井野長割遺跡について学習することによって、郷土への関心を高め愛着を深
めた（井野長割遺跡講座２月に４回実施）。
◆「佐倉・城下町４００年記念事業」として「佐倉道を歩く会」を実施し、城下町佐倉への理解を深
めた。（講演会：１０月２４日（日）実施、水曜日コース：１０月～１１月、全４回実施、日曜日コース：１
０月～１２月、全４回実施）
◇講座～地域活動へつながるように、一層の情報提供を多なう必要がある。

Ｎｏ．９４
<地域活動への男女の参画
促進>

地域へ目を向けるとともに、 根
郷

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

の
男
女
平
等
参
画

男
女
平
等
参
画
の
推
進

地域 目を向けるとともに、
地域活動への参画の契機と
なるような情報や学習機会
の提供をします。

継
続

郷
公
民
館

◆通学合宿事業における地域住民のボランティアの活用などによって、児童や地域住民の地域
に対する関心と地域交流を図る。

Ｎｏ．９４
<地域活動への男女の参画
促進>

地域へ目を向けるとともに、
地域活動への参画の契機と
なるような情報や学習機会
の提供をします。

継
続

和
田
公
民
館

◆地域づくり事業（通年）
◆和田地区の歴史・民俗・伝統文化を学習し、和田ふるさと館への市内小学校社会科見学時に
ガイドボランティアとして活躍している。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 55
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評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｈ
　
地
域
活
動
へ
の

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男

Ｎｏ．９４
<地域活動への男女の参画
促進>

地域へ目を向けるとともに、
地域活動への参画の契機と
なるような情報や学習機会
の提供をします。

継
続

弥
富
公
民
館
◆通年において、地域づくり協議会の活動に対し、様々なサポートを行った。

Ｎｏ．９５
<地域活動の拠点となる施
設の充実>

概存施設の利用促進の一
つとして、教育活動に支障
を及ぼさない範囲内での小
中学校の 教 の 時

継
続

社
会
教
育

◆学校施設を学校教育活動に支障をきたさない範囲で、地域学習室・特別教室・ミーティング
ルーム等を開放し、市民の学習利用に供している

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

の
男
女
平
等
参
画

男
女
平
等
参
画
の
推
進

中学校の余裕教室の一時
利用を推進します。

【指標】
・教室などの延べ利用件
数、人数：前年度以上

続
育
課 【指標達成状況：○】
・教室などの延べ利用件数、人数：前年度以上　市内１１校・４２団体・利用件数１２２１件・15,772
人（前年度より減少は学校数2校、利用団体4団体、利用人数2,198人　増加は利用件数で346
件）

Ｎｏ．９６
<地域で活動する各種団体
に関する情報の提供>

ホームページや情報誌等を
利用し、地域で活動する各
種団体に関する情報を提供
します。

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆市民公益活動団体への支援として、サポートセンターだよりの発行、団体情報のための「さくら
市民公益活動情報サイト」などにより情報発信を行った。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 56



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅲ　あらゆる場への男女平等参画の推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

Ｈ
　
地
域
活
動
へ

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の

【施策の方向：②市民団体などへの支援及び交流促進】　
Ｎｏ．９７
<市民の自主的学習活動の
支援>

男女平等参画に関する市民
団体等に対し、情報収集と
学習活動への支援を行いま
す。

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆男女平等参画に関する講師派遣事業の紹介を、こうほう佐倉７月１５日号に掲載した。
　団体から問い合わせはあったが、利用団体はなかった。
◇講師派遣事業の紹介を広報紙だけでなく、広く実施する必要がある。

Ｎｏ．９８
<地域サークルの育成>

市民の地域参加を促し、ま
た男女平等参画社会づくり
を進める契機となる地域

継

中
央

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

の
男
女
平
等
参
画

の
男
女
平
等
参
画
の
推
進

を進める契機となる地域
サークルの育成に努めま
す。

継
続

央
公
民
館
◆地域サークル結成の契機となる各種講座・主催事業を実施し、地域サークルの育成に努めた。
多くの講座において、男女を問わず学習活動への参加があった。

Ｎｏ．９８
<地域サークルの育成>

市民の地域参加を促し、ま
た男女平等参画社会づくり
を進める契機となる地域
サークルの育成に努めま
す。

継
続

臼
井
公
民
館

◆当館利用サークルが学んだことを地域に還元する場として当館講座「親子で楽しむ絵本と折
紙」として提供・活動した。学ぶだけでなく自ら講師として教える立場になったことで地域へ・他の
世代へとの交流にも目を向けるきっかけとなった。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 57



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅲ　あらゆる場への男女平等参画の推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の

Ｈ
　
地
域
活
動
へ

Ｎｏ．９８
<地域サークルの育成>

市民の地域参加を促し、ま
た男女平等参画社会づくり
を進める契機となる地域
サークルの育成に努めま
す。

継
続

志
津
公
民
館

◆しづ市民大学「リフレッシュ健康学」コースの卒業生が、新たに３つのサークル（太極拳、料理、
散策）を結成した。会の運営には男性、女性ともに積極的に参加している。

Ｎｏ．９８
<地域サークルの育成>

市民の地域参加を促し、ま
た男女平等参画社会づくり
を進める契機となる地域
サークルの育成に努めま
す。

継
続

根
郷
公
民
館
◆情報収集を行い、地域サークルの育成に努める。

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

男
女
平
等
参
画
の
推
進

の
男
女
平
等
参
画

Ｎｏ．９８
<地域サークルの育成>

市民の地域参加を促し、ま
た男女平等参画社会づくり
を進める契機となる地域
サークルの育成に努めま
す。

継
続

和
田
公
民
館

◆和田ふるさと祭り（11月）
◆軽スポーツ大会　（10月）
◆防災訓練（1月）
◆住民会議・地区社協など地域住民の団体とイベントを共催することで、地域活動への参加を促
すことができた。

Ｎｏ．９８
<地域サークルの育成>

市民の地域参加を促し、ま
た男女平等参画社会づくり
を進める契機となる地域
サークルの育成に努めま
す。

継
続

弥
富
公
民
館
◆通年において、地域づくり協議会の活動に対し、様々なサポートを行った。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 58



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅲ　あらゆる場への男女平等参画の推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｈ
　
地
域
活
動
へ
の

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男

Ｎｏ．９９
<高齢者クラブ等の活動支
援>

高齢者クラブ等に対する活
動の支援をとおして、男女
平等参画の推進を図りま
す。

新
規

高
齢
者
福
祉
課

◆年間を通して市内、市外各地で高齢者クラブ会員同士が、佐倉市高齢者クラブ連合会の主催
事業（芸能大会やゲートボール大会等）を通じて交流を深める一方、ゴミ拾い活動といった地域
社会への貢献を計る活動も行った。
◆会員数の男女比率について、おおむね男女の分け隔てない体制で実施されている。
　会員数　男：１，２４５名　女：１，７２１名　合計：２，９６６名

Ｎｏ．１００
<市民公益活動団体への活
動支援>

市民公益活動サポートセン
ター登録団体の情報発信や
相互交流の充実を図りま
す

継

自
治
人
権

◆市民公益活動団体への支援として、サポートセンターだよりの発行、団体情報のための「さくら
市民公益活動情報サイト」などにより情報発信を行った。また団体同士の相互交流の機会として、
市民公益活動団体のつどいを全体会（２回）・分野別（３回）に実施した 市民公益活動団体ポス 23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

24

25

の
男
女
平
等
参
画

男
女
平
等
参
画
の
推
進

Ｎｏ．１０１
<市民参加による男女平等
参画事業の充実>

市民や団体との協力、協働
により実施することで、男女
平等参画の推進を図りま
す。

重
点
事
業
・
継
続

自
治
人
権
推
進
課

21：佐倉市ならではの事業展開を期
待しています。
22：特になし

◆平成２２年６月２３日～２９日の男女共同参画週間において、ミウズが登録団体との協働事業を
実施した。
オランダにおける男女共同参画等をテーマにしたパネル展示や掲示、マジックや折紙教室を実
演し、市民が参加した。

【施策の方向：③市民協働による男女平等参画の推進】　

す。

【指標】
・広報紙サポートセンターだ
よりの発行：年３回

継
続

権
推
進
課

市民公益活動団体のつどいを全体会（２回）・分野別（３回）に実施した。市民公益活動団体ポス
ター展は、市民に団体活動を周知する機会とするとともに、事業に登録団体にも参加いただくこと
で、事業を通じた団体間の交流機会とした。
なお、各事業についてはサポートセンター指定管理者事業として市との協働により実施した。
【指標達成状況】
・広報紙サポートセンターだよりの発行：年４回

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 59



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅲ　あらゆる場への男女平等参画の推進

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

Ｈ
　
地
域
活
動
へ
の
男
女
平
等
参
画

Ⅲ
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男
女
平
等
参
画
の
推
進

Ｎｏ．１０２
<男女平等参画に関する市
民団体等と連携した男女平
等参画の推進>

男女平等参画推進センター
登録団体と連携した男女平
等参画社会づくりを推進し
ます。

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆平成２２年６月２３日～２９日の男女共同参画週間において、ミウズが登録団体との協働事業を
実施した。
オランダにおける男女共同参画等をテーマにしたパネル展示や掲示、マジックや折紙教室を実
演し、市民が参加した。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 60



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅳ　安心して暮らせるまちづくり

　　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

所
管
課

Ｎｏ．１０３
<健康診査の充実>

健診（検診）に対する理解を
深め、健康維持と予防のた
めに分かりやすい情報提供
と受けやすい健診（検診）体
制の整備に努めます。

継
続

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　【施策の方向：①性差に配慮した医療・保健の促進】

Ⅰ
　
生
涯
に
わ
た
る
心

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

◆女性のがん検診のちらしを作成し、市内保育園、幼稚園の保護者へ配布した。また、７月１日
号のこうほう佐倉に女性のがん検診のＰＲ記事を掲載した。
◆ケーブルテレビにて女性のがん検診についてのＰＲを８月２０日から１週間放映した。
◆女性特有のがん検診（子宮頚がん・乳がん（マンモグラフィ）について、検診費用が無用となる
がん検診無料券を対象者へ送付した。
◆女性の検診（乳がん・子宮がん）について、子どもと一緒に受診会場へ来場した方に対しては、
本人の十人中は職員が子どもの見守り・対応をしている。

Ｎｏ．１０４
<性差医療に関する情報の
収集と提供>

男女の性差に応じた的確な
医療についての情報の収集
と提供を行います

新

健
康
増 ◆印旛健康福祉センターで開催されている「女性のための健康相談」（産婦人科医師 心療内科

健
康
増
進
課

23

24

25

　　　■　　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

と提供を行います。
新
規

増
進
課

◆印旛健康福祉センターで開催されている「女性のための健康相談」（産婦人科医師、心療内科
医師、助産師対応）、「不妊相談」（医師、助産師、保健師が対応）について随時、こうほう佐倉に
掲載し、周知を図った。
◆市民の相談に対し、必要に応じ女性専用外来を持つ病院の案内などを実施した。

Ｎｏ．１０５
<年代や個々に応じた健康
教室、健康相談の充実>

健康教室や健康相談の実
施において、年代や個々に
応じた、きめ細やかに努め
ます。

継
続

健
康
増
進
課

◆乳幼児期においては、各センターで子育て会などを実施し、健康課題に応じた母子の健康教
育を行った。また、児童センターや老幼の館から依頼があり、参加する母子からの希望を取り入れ
ながら健康教育を行った。どちらも健康教育が終了後、個々の健康相談に応じた。
◆妊娠期については、マタニティクラスとプレママ教室を実施し、妊娠中や育児についての健康
教育を行うとともに、個別の相談にも応じた。
◆乳がんや子宮がん、若い女性のやせと葉酸など女性の健康づくりについて出前健康講座のメ
ニューを作成し、健康教育を実施した。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 61



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅳ　安心して暮らせるまちづくり

所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｎｏ．１０６
<男女の心と体の違いを尊
重することの大切さに関す
る情報の提供>

男女の心と体の違いを尊重
することの大切さについて
学ぶ機会や、それらに関す
る図書、資料等の情報収集
及び提供を行います。

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆平成２２年１０月２３日（土）、ミレニアムセンター佐倉において、健康管理士による「健康な体を
創る！」を開催。参加者１４名（男性）。
◆ミウズの図書購入の際に、男女の心と体についての図書を選定した。

Ｎｏ．１０６
<男女の心と体の違いを尊
重することの大切さに関す
る情報の提供>

男女の心と体の違いを尊重
することの大切さについて
学 機会や それらに関す

継
続

指
導
課

◆小学校では体育科、中学校では保健体育科の授業を中心に二次性徴や思春期の心の変化な
どについて学習している。

Ⅰ
　
生
涯
に
わ
た
る
心

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

学ぶ機会や、それらに関す
る図書、資料等の情報収集
及び提供を行います。

課 どに て学習して る。
◆養護教諭の専門性を生かし、男女の心と体の違いやそれを肯定的に受け止めるための資料や
掲示物を保健室からも提供している。

Ｎｏ．１０６
<男女の心と体の違いを尊
重することの大切さに関す
る情報の提供>

男女の心と体の違いを尊重
することの大切さについて
学ぶ機会や、それらに関す
る図書、資料等の情報収集
及び提供を行います。

継
続

佐
倉
図
書
館

 ◆特に大きな社会現象になったり、話題性の高い事件等があった場合、その関係資料の出版動
向に随時留意し、適切な収集並びに提供を行うことにより、問題に対する市民の興味関心を高
め、結果として自発的に学ぶ機会の提供となるように努めている。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 62
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所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｎｏ．１０６
<男女の心と体の違いを尊
重することの大切さに関す
る情報の提供>

男女の心と体の違いを尊重
することの大切さについて
学ぶ機会や、それらに関す
る図書、資料等の情報収集
及び提供を行います。

継
続

志
津
図
書
館

◆常時、関係資料の出版に留意し、それを適切に収集及び提供をすることに努めている。それを
行うことで、男女平等教育に関する研修や実施に寄与するよう取り組んでいる。
◇市民へ、男女の心と体の違いを尊重することの大切さにについて学ぶ機会（講演会及び講座）
を設けることが難しく、その開催を行っていない。

Ｎｏ．１０６
<男女の心と体の違いを尊
重することの大切さに関す
る情報の提供>

男女の心と体の違いを尊重
することの大切さについて
学 機会や それらに関す

継
続

佐
倉
南
図 ◆男女の違い等についての図書や資料については、書架ございますが、それをメインとして、情

Ⅰ
　
生
涯
に
わ
た
る
心

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

学ぶ機会や、それらに関す
る図書、資料等の情報収集
及び提供を行います。

続 図
書
館

◆男女の違い等についての図書や資料については、書架ございますが、それをメインとして、情
報収集を行っているわけではないため、図書館の性質上、他の分野と同等に情報収集等を行っ
てまいります。

　【施策の方向：②ライフステージに応じた健康づくりの促進】
Ｎｏ．１０７
<ライフステージに応じた相
談の充実>

ライフステージに応じた様々
な不安やストレスの軽減を
図るための相談を実施しま
す。

継
続

健
康
増
進
課

◆乳幼児期においては、家庭訪問や電話相談、乳児相談、幼児健診等を実施し、母子の健康
や、育児にかかわる相談に応じた。
◆妊娠期は、妊娠届で妊婦の不安等を把握し、家庭訪問や電話相談、マタニティクラス等で不安
軽減への支援を実施した。
◆成人期は、健康相談、電話相談、精神科医によるこころの健康相談を実施し、市民の心身の相
談に応じた。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 63
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所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　■　　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

Ｎｏ．１０８
<生涯にわたる健康づくり支
援>

ライフステージに応じた健康
教育の充実や疾病予防な
どに関する正しい知識の普
及啓発を行います。

新
規

健
康
増
進
課

◆出前健康講座では、年代ごとにお勧めメニューを作成し、年代や個々に応じた健康教育を実
施した。
◆禁煙教室や糖尿病予防学習会を実施した。また、乳がん検診の会場で、乳がんの自己検診法
を骨粗しょう症検診の会場で骨粗しょう症予防の健康教育を実施した。
◆成人期、老年期については、生活習慣病の予防のために、運動器具講習会や玄米ダンベル
講習会を実施した。

Ｎｏ．１０９
<生活習慣病の予防対策の
充実>
健康維持・管理のための各
種健康教室の開催やス
ポーツ活動を通じての健康
増進や体力づくりの推進を
図ることで 生活習慣 の

継
続

健
康
増
進
◆メタボリックシンドローム予防講演会は、東日本大震災の影響等を考慮し、中止した。
◆スポーツフェスティバルにおいて 運動習慣・食習慣などについて啓発した

Ⅰ
　
生
涯
に
わ
た
る
心

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

図ることで、生活習慣病の
予防対策の充実を図りま
す。

進
課
◆スポーツフェスティバルにおいて、運動習慣・食習慣などについて啓発した。

Ｎｏ．１０９
<生活習慣病の予防対策の
充実>

健康維持・管理のための各
種健康教室の開催やス
ポーツ活動を通じての健康
増進や体力づくりの推進を
図ることで、生活習慣病の
予防対策の充実を図りま
す。

【指標】
各種イベントの開催：年10
回

継
続

生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課

健康維持・増進や体力づくりを目的とした、様々な年代の方が気軽に参加できるイベントや教室
を開催した。
◆平成２２年６月２６日（土）市民体育館にて「ニュースポーツまつり」を開催。
◆平成２２年１０月１１日（祝）岩名運動公園陸上競技場にて「さくらスポーツフェスティバル」を開
催。
◆平成２３年１月９日（日）岩名運動公園陸上競技場等にて「佐倉市制記念駅伝競走大会」を開
催。
◆エアロビクス・ヨガ・リフレッシュ体操・ボクササイズ（昼・夜）・ラテンリズムエクササイズ教室を開
催した。
【指標達成状況：○】
・各種イベントの開催：年１０回

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 64
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所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

Ｊ
　
安
全
・
安
心
な

　【施策の方向：①安心して妊娠・出産できる環境整備】
Ｎｏ．１１０
<生と性の健康についての
意識啓発と浸透>

学校保健と地域保健とが連
携をとりながら、思春期の健
康に対する意識の啓発と浸
透を図ります。

新
規

健
康
増
進
課

◆市内の小中高の家庭科や総合学習の時間に実施している「子育て理解講座」や「エイズ教育」
に対し、妊婦体験ジャケットや沐浴人形の貸し出しを行った。

　【施策の方向：①安心して妊娠・出産できる環境整備】
Ｎｏ．１１０
<生と性の健康についての
意識啓発と浸透>

学校保健と地域保健とが連

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

な
社
会
環
境
の
整
備

学校保健と地域保健とが連
携をとりながら、思春期の健
康に対する意識の啓発と浸
透を図ります。

新
規

指
導
課

◆養護教諭の研修会の中で、健康増進課や印旛保健センターの担当者等と双方の課題や取組
みについて協議する場を設けている。
◆中学校では，印旛保健センターや地域の助産師等と連携し、思春期の健康について学習する
機会を設けている。

Ｎｏ．１１１
<妊娠・出産・子育て期にお
ける健康支援の充実>

母子の健康な生活を支援す
るための乳幼児健康診査や
妊娠・出産・子育て期を安心
して過ごせるような健康支
援に努めます。また保健指
導の充実を図ります。

継
続

健
康
増
進
課

◆妊婦の健康管理の充実及び経済的負担の軽減を図るため、妊婦健康診査の公費助成を行っ
た。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 65
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所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｊ
　
安
全
・
安
心
な

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

Ｎｏ．１１２
<妊産婦への理解と協力>

周囲の人々の妊産婦への
協力を得るために、妊産婦
に対する正しい知識の普及
を図ります。 新

規

健
康
増
進
課

Ｎｏ．１１２
<妊産婦への理解と協力>

周囲の人々の妊産婦への
理解と協力を得るために、
妊産婦に対する正しい知識
の普及を図ります。 新

規

社
会
教
育 ◆中学生 高校生を対象とした「子育て理解講座」は22年度は高校1校（1学年164名） 中学校4

◆妊産婦に対して理解のある地域環境や職場環境の実現、受動喫煙の防止、各種交通機関に
おける優先的な席の確保等を目的として、健康カレンダー、ホームページ、成人式においての配
布物等にマタニーティマークを掲載して啓発を行うとともに、妊産婦と赤ちゃんへの思いやりある
対応を呼びかけた。
◆父親が子育てを行う上での参考書として、こんにちは赤ちゃん訪問時に父子手帳を配布してい
る。

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

24

25

な
社
会
環
境
の
整
備

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

規
育
課
◆中学生、高校生を対象とした「子育て理解講座」は22年度は高校1校（1学年164名）、中学校4
校（3学年全員）で行った。

　【施策の方向：②子どもの健全育成の推進】
Ｎｏ．１１３
<子育て支援グループの育
成>

子育てを支援するボランティ
アグループや子育てサーク
ルの育成支援と各団体に対
して情報提供を行い、情報
の共有化を図ります。

重
点
事
業
・
新
規

子
育
て
支
援
課

21：情報提供を進め、各団体等との
連携を推進していただきたい。
22：実施状況の記載は前年と一言
一句変わらないものです。

◆毎月、「子育てカレンダー」を発行している「佐倉子育て応援団」に情報提供するとともに、カレ
ンダーの配布について協力を行った。
　また、子育て情報誌「さくらっ子・子育てナビ」でのボランティアに関する情報提供を行った。
◇今後も情報誌等による市民へのPR等、継続的な活動を支援する必要がある。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 66



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅳ　安心して暮らせるまちづくり

所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｊ
　
安
全
・
安
心
な

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

Ｎｏ．１１４
<ひとり親家庭に対する相談
支援体制の充実>

ひとり親家庭が自立して生
活ができるよう相談体制の
充実を図り、またそれぞれ
の家庭状況に対応した支援
策を推進します。

継
続

児
童
青
少
年
課
◆ひとり親家庭自立支援員を配置し、専門相談を実施している。

Ｎｏ．１１５
<育児・子育てについての相
談体制の充実>

育児や子育て相談に関する
情報提供及び相談体制を
充実します。 継

続

子
育
て
支
◆保育園において園庭開放での相談・電話相談を実施した。
子育て支援センタ 来所者の相談 電話相談を実施した

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

社
会
環
境
の
整
備

せ
る
ま
ち
づ
く
り

続 支
援
課

　子育て支援センター来所者の相談・電話相談を実施した。
　佐倉市HP・広報（子育て応援情報コーナー「すくすく佐倉っ子」等）・情報誌等で情報提供を
行った。

Ｎｏ．１１５
<育児・子育てについての相
談体制の充実>

育児や子育て相談に関する
情報提供及び相談体制を
充実します。 継

続

児
童
青
少
年
課

◆随時、家庭児童相談員（週３日、２人）や職員による相談を実施している。
　子育て支援課作成資料等による情報提供を実施している。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 67
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所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　　■ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｊ
　
安
全
・
安
心
な

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

Ｎｏ．１１５
<育児・子育てについての相
談体制の充実>

育児や子育て相談に関する
情報提供及び相談体制を
充実します。

継
続

健
康
増
進
課

◆子育ての情報提供と相談、交流の場づくりとして各保健センターで毎月１回、１歳未満児とその
保護者の集まりを開催した。
◆４か月未満の乳児のいる家庭に対して、こんにちは赤ちゃん訪問時に育児・健康に関する情報
提供を行っている。
◆こうほう佐倉９月１日号に育児に関する記事を掲載。
◆健康カレンダーに母子保健事業情報と医療機関情報を掲載。
◆子育てナビに事故予防等母子保健に関する情報を取り入れた。
◆佐倉市に転入した方に、母子保健サ－ビスをまとめたリーフレットと健康カレンダーを配布し
た。

Ｎｏ．１１６
<公共施設における乳幼児
同伴の保護者に配慮した施
設整備の推進>

公共施設の新築、改築等を
行う際に、施設整備の指導
に努めます。また、既存施
設 も改修整備

継
続

資
産
管
理
経

◆平成２２年７月竣工の志津中学校体育館改築工事にあたり、乳幼児同伴の保護者に配慮し、ト
イレに多目的シートを設置した。
◆平成２２年９月竣工の草ぶえの丘休憩施設整備工事にあたり 乳幼児同伴の保護者に配慮

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

な
社
会
環
境
の
整
備

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

設についても改修整備の可
能性について状況把握に努
めます。

営
室
◆平成２２年９月竣工の草ぶえの丘休憩施設整備工事にあたり、乳幼児同伴の保護者に配慮
し、トイレにベビーベッドを設置した。

　【施策の方向：③男女平等参画の視点に立った高齢者、障害者施策の充実】
Ｎｏ．１１７
<自立支援と社会参加の促
進>
ユニバーサルデザインや
ノーマライぜーションの理念
に基づき、高齢者や障害の
ある人が自立してその人ら
しく地域で暮らすことのでき
るような環境整備に努め、
社会参加の促進を図りま
す。
【指標】
・駅のバリアフリー化の推
進：ＪＲ佐倉駅、京成臼井駅

継
続

社
会
福
祉
課

◆京成臼井駅上下線ホームに車椅子対応型エレベーター２基を設置した。

【指標達成状況：○】
・駅のバリアフリー化の推進：京成臼井駅実施

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 68
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所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｊ
　
安
全
・
安
心
な

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

Ｎｏ．１１７
<自立支援と社会参加の促
進>
ユニバーサルデザインや
ノーマライぜーションの理念
に基づき、高齢者や障害の
ある人が自立してその人ら
しく地域で暮らすことのでき
るような環境整備に努め、
社会参加の促進を図りま
す。

継
続

高
齢
者
福
祉
課

◆（社）シルバー人材センターにおいて、高齢者の社会参加をすすめると共に、長年培った高い
技能や豊かな経験・知識を活用できるよう無料職業紹介を行い、就労機会の確保に努めた。ま
た、会員の質的向上を目指す為に①毎月第2火曜日（ただし、1月，8月は除く）に入会説明会を
実施し、就業を強調したセンターの特性に対する理解を求め②毎月第2・4金曜日に（ただし、1
月，8月は除く）会員に対して、就業相談室を開催することで、未就業の実態把握や、各人に就業
を促すと共に就業意思決定を促し、会員の意識向上を図った。
　平成２２年度会員数（１，１９５名）、就業延べ人数（１２４，０１６名）

Ｎｏ．１１７
<自立支援と社会参加の促
進>
ユニバーサルデザインや
ノーマライぜーションの理念
に基づき、高齢者や障害の
ある人が自立してその人ら
しく地域で暮らすことのでき

継
続

障
害
福
祉
◆障害について学ぶ市民講座の開催

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

社
会
環
境
の
整
備

せ
る
ま
ち
づ
く
り

しく地域で暮らすことのでき
るような環境整備に努め、
社会参加の促進を図りま
す。

続
祉
課

◆障害について学ぶ市民講座の開催
　社会福祉法人えのき会への委託事業により、障害についての理解と日常的に支援する方法を
学ぶため、啓発期間に合わせた講演会等を実施した。

継
続

高
齢
者
福
祉
課

◆市内在住６０歳以上の方を対象として、高齢者福祉作業所を会場に、高齢者の自主的な社会
参加活動や就業に繋がる手段としての「技能」を身につけるべく、藤工芸，七宝焼，刺繍，竹工
芸，盆栽，ガーデニング等の講座を、毎週１回または隔週１回のペースで実施した。
　平成２２年度講座数（５講座）、受講者数（６２名）

Ｎｏ．１１８
<高齢者の地域活動と社会
参加の支援>

高齢者が自らの能力や経
験を生かしながら多様な社
会参加ができるよう、自主
的な活動や就労への支援を
行います。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 69
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所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｊ
　
安
全
・
安
心
な

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

◆市内３か所の社会福祉法人へ障害者相談支援事業を委託し、障害者の相談支援に対応する
環境整備を行った。
　

Ｎｏ．１２０
<障害のある人へのスポー
ツ・レクリエーション活動に
おける男女平等参画の促進
>

障害者のスポーツ・レクリ
シ ン活動において 男

新
規

障
害
福
祉

◆全国障害者スポーツ大会リハーサル大会（兼、千葉県障害者スポーツ大会）参加者の募集、応
募受付 大会当日の支援を行 た

Ｎｏ．１１９
<障害のある人への相談、
情報提供の充実>

障害者の要望、相談に対応
できる環境の整備やそれぞ
れの障害に応じた情報提供
を行います。

新
規

障
害
福
祉
課

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

社
会
環
境
の
整
備

せ
る
ま
ち
づ
く
り

エーション活動において、男
女が共同参画できる環境づ
くりへの支援をします。

規
祉
課
募受付、大会当日の支援を行った。
　 開催日:５月１３日、３０日
　 参加選手:１１名　付添:１０名

Ｎｏ．１２１
<高齢者が孤立しない地域
ネットワークづくりの支援>

高齢期を豊かに過ごすため
に、一人ひとりが生きがいを
持ち続けるとともに、孤立す
ることのないよう異世代や
地域との交流活動を支援し
ます。

重
点
事
業
・
継
続

中
央
公
民
館

21：特になし
22：特になし

◆市民カレッジを始めとする主催事業の実施により、市内の高齢者に学習と生きがいづくりの機
会を提供した。
◆市民カレッジは学年定員１００名の四年制であり、第一学年は３５日、第二学年は３４日、第三学
年２０日×４コース（福祉、歴史、情報、元気）計８０日、第四学年２１日×４コース計８４日の合計２
３３日間にわたる学習の中で、スポーツフェステイバルや文化祭等のイベントを行い、各イベントの
実行委員会においては男女を問わず実行委員として、計画段階からの参加をした。
◆市民カレッジ卒業後において、積極的に地域活動への参加ができるよう学習課程の中で支援
をした。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 70
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所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

Ｊ
　
安
全
・
安
心
な

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

重
点
事
業

Ｎｏ．１２１
<高齢者が孤立しない地域
ネットワークづくりの支援>

高齢期を豊かに過ごすため
に、一人ひとりが生きがいを
持ち続けるとともに、孤立す
ることのないよう異世代や
地域との交流活動を支援し
ます。

重
点
事
業
・
継
続

臼
井
公
民
館

21：掲示版への掲載内容を工夫し、
公民館活動について、もっと情報提
供していただきたい。
22：特になし

◆掲示板を整備して、世代間・地域交流のきっかけとなる各種情報を多く掲載するだけでなく高
齢者の参加しやすいイベント・講座などの情報を提供した。また、情報提供可能なサークル一覧
表を作成して高齢者の地域・異世代間交流参加を側面から支援している。
◇限られたスペースを有効に活用し、高齢者の方が見やすいような高さや位置を工夫し、地域と
の交流活動を支援していく。
◇平成２３年度には、地域間、世代間のコミュニケーションに関する講座を企画している。

Ｎｏ．１２１
<高齢者が孤立しない地域
ネットワークづくりの支援>

高齢期を豊かに過ごすため
に、一人ひとりが生きがいを
持ち続けるとともに、孤立す
ることのないよう 世代や

志
津
公
民

21：とても意義のある事業ですが、さ
らに高齢者から子どもまでが一緒に
活動できる事業を進めていただきた

◆小学生を対象とした「佐倉っ子塾」の４コースにて、公民館や地域で活動しているサークルの方
に講師をお願いして世代間の交流をはかった。（クッキング、手作り工房、自然環境教室、理科実

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 B
23

24

25

社
会
環
境
の
整
備

せ
る
ま
ち
づ
く
り

・
継
続

重
点
事
業
・
継
続

根
郷
公
民
館

21：特になし
22：特になし

◆高齢期を豊かに過ごすために一人ひとりが生きがいを持ち続けるとともに、孤立することのない
よう異世代や地域との交流活動を支援した。
　・高齢者間の交流の促進
　・地域活動における高齢者の経験や知識の活用
　・地域ケア体制の充実
　・高齢者の閉じこもり予防事業の拡大

ることのないよう異世代や
地域との交流活動を支援し
ます。

民
館

い。
22：特になし

に講師をお願いして世代間の交流をはかった。（クッキング、手作り工房、自然環境教室、理科実
験教室で６つのサークルに講師を依頼）
◆「佐倉っ子塾」の「クッキング」にて、公民館近所の農家に依頼して野菜の収穫をさせてもらい、
そのお礼に料理の試食に招待し、子どもたちとの交流を図った。（平成２２年７月１１日実施）

Ｎｏ．１２１
<高齢者が孤立しない地域
ネットワークづくりの支援>

高齢期を豊かに過ごすため
に、一人ひとりが生きがいを
持ち続けるとともに、孤立す
ることのないよう異世代や
地域との交流活動を支援し
ます。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 71



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅳ　安心して暮らせるまちづくり

所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

Ｊ
　
安
全
・
安
心
な

Ⅳ
　
安
心
し
て
暮
ら

Ｎｏ．１２１
<高齢者が孤立しない地域
ネットワークづくりの支援>

高齢期を豊かに過ごすため
に、一人ひとりが生きがいを
持ち続けるとともに、孤立す
ることのないよう異世代や
地域との交流活動を支援し
ます。

重
点
事
業
・
継
続

和
田
公
民
館

21：特になし
22：特になし

◆長命大学手芸教室（通年実施）
普段足が悪くて遠出できない方が参加しており、参加者同士の交流もあることから、高齢者が孤
立しないネットワークづくりの支援として貢献度は高い。
和田地区の区長を通じて各戸配布を行っている公民館だよりで教室の告知・募集を行っている。
◆地区交流バス見学会（3月）
市の借上げバスを利用している事業であるので、参加コストがかからず、参加者から好評を得て
いる。今後もバスを利用しての日帰り旅行を継続していきたい。
◆これら事業の実施により、高齢者の生きがいづくり、交流の場を提供している。

Ｎｏ．１２１
<高齢者が孤立しない地域
ネットワークづくりの支援>

高齢期を豊かに過ごすため
に、一人ひとりが生きがいを
持ち続けるとともに、孤立す
ることのないよう 世代や

重
点
事
業

弥
富
公
民

21：特になし
22：特になし◆平成２２年７月１０日（土） 弥富小学校校庭において 高齢者団体及び地域づくり協議会との

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 A

22 A
23

24

25

社
会
環
境
の
整
備

せ
る
ま
ち
づ
く
り

重
点
事
業
・
継
続

高
齢
者
福
祉
課

ることのないよう異世代や
地域との交流活動を支援し
ます。

・
継
続

民
館

22：特になし◆平成２２年７月１０日（土）、弥富小学校校庭において、高齢者団体及び地域づくり協議会との
共催で、弥富地区の住民を対象とした「グラウンドゴルフ大会」を開催。参加者５４人。

21：特になし
22：とても意義のある事業ですか
ら、委託団体に任せきりではなく、事
業内容などを工夫してください。

◆７５歳以上の市民の方を対象として、小中学校の体育館等を会場に、各地区社会福祉協議会
が中心となって、小中学校生徒や幼稚園児も敬老会の手伝いや演者として参加する等、異世代
間の交流を図りながら、工夫を凝らした敬老会を各地域毎に企画した。
　平成２２年度　参加者数（４，７９５名）

Ｎｏ．１２１
<高齢者が孤立しない地域
ネットワークづくりの支援>

高齢期を豊かに過ごすため
に、一人ひとりが生きがいを
持ち続けるとともに、孤立す
ることのないよう異世代や
地域との交流活動を支援し
ます。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 72



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅳ　安心して暮らせるまちづくり

所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｊ
　
安
全
・
安
心
な

Ⅳ
　
安
心
し
て
く
ら

継
続

高
齢
者
福

◆年間を通じ、市内介護保険施設４０か所に、市長が委嘱した佐倉市介護相談員１５名を派遣
し、要介護者やその家族が日頃抱いている疑問や不満、不安の相談に応じ、その声を事業者へ
橋渡しすることで、介護サービスの質的な向上を図った。

Ｎｏ．１２１
<高齢者が孤立しない地域
ネットワークづくりの支援>

高齢期を豊かに過ごすため
に、一人ひとりが生きがいを
持ち続けるとともに、孤立す
ることのないよう異世代や
地域との交流活動を支援し
ます。

継
続

健
康
増
進
課

21：
評価なし：来年度より重点事業から
除く。◇該当する事業なし

Ｎｏ．１２２
<介護保険サービス事業者
等の体制の充実>

要介護者や家族からの介
護サービスに関する相談に
応じるとともに、介護保険事
業者に対する資質の向上と

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

社
会
環
境
の
整
備

せ
る
ま
ち
づ
く
り

継
続

介
護
保
険
課

続 福
祉
課
【指標達成状況：○】
・学習会の開催：年５回
（・佐倉市介護相談員派遣施設数：市内４０施設）
（・派遣回数：８１９回）

◆介護サービスに対する相談については、個別の相談に応じて職員が対応している。介護保険
事業者の資質向上等については、定期的に行っているものはないが、苦情等があればそのつど
保険者として指導を行っている。

業者に対する資質の向上と
体制の充実を図ります。

【指標】
・学習会の開催：年１回

Ｎｏ．１２２
<介護保険サービス事業者
等の体制の充実>

要介護者や家族からの介
護サービスに関する相談に
応じるとともに、介護保険事
業者に対する資質の向上と
体制の充実を図ります。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 73



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理調査結果一覧表 Ⅳ　安心して暮らせるまちづくり

所
管
課

評価結果

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

Ｊ
　
安
全
・
安
心
な
社
会
環
境
の
整
備

Ⅳ
　
安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

継
続

介
護
保
険
◆高齢者福祉課と共同で実地訪問によるケアプランチェックを平成２２年度中に４回行った。

継
続

高
齢
者
福
祉
課

◆地域包括支援センター及び市の介護支援専門員等を対象に研修会を開催した。
◆認知症コーディネーター講習会を開催し、市内全域より介護支援専門員に参加いただき、地
域包括支援センターを核とした認知症ネットワークへの参画に寄与した。
【指標達成状況：△】
・学習会の開催：年１回、参加者（９０名）
（認知症コーディネーター養成講習会　４日間　１６名認定）

Ｎｏ．１２３
<介護支援専門員等の育成
>

要介護者や介護を行う家族
が必要なサービスを的確に
受けられるよう、介護支援
専 員等の資質の向上を

Ｎｏ．１２３
<介護支援専門員等の育成
>

要介護者や介護を行う家族
が必要なサービスを的確に
受けられるよう、介護支援
専門員等の資質の向上を
図ります。

【指標】
・学習会の開催：年２回

24

25

備り
続

険
課

◆高齢者福祉課と共同で実地訪問によるケアプランチェックを平成２２年度中に４回行った。
なお、市直接ではないが、印旛郡市介護支援専門協議会のなかで、平成２２年度は３回の資質
向上のための研修が行われている。

専門員等の資質の向上を
図ります。

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 74



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理結果一覧表 Ⅴ　推進体制の整備

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

【施策の方向①：庁内推進組織の設置】　
Ｎｏ．１２４
<男女平等参画の視点に
立った庁内推進体制の推進
>
市の管理職員に対する男女
平等参画に関する研修の充
実を図り、男女平等参画の
視点に立った庁内推進体制
の構築に努めます。
【指標】
・管理職に昇格した職員を
対象とした研修の開催：年１
回

継
続

総
務
課

評価結果

◆平成２３年１月、オープン参加が可能な「人権・男女平等参画講座」を実施した。
◆新任管理職を対象とした研修を実施し、男女平等参画に特化した内容ではなかったが、管理
職として必要な意識の啓発を行った。

【指標達成状況：○】
・管理職に昇格した職員を対象とした研修の開催：年１回

Ｎｏ．１２５
<男女平等参画を推進する
庁内推進組織の設置>

条例の基本理念及び計画
の実効性を高めるため、庁

継

自
治
人

Ｋ
　
庁
内
推
進

Ⅴ
　
推
進
体 23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

◆平成２３年１月、新規採用職員を対象とした研修を実施した。
◇オープン研修だったが、新規採用職員以外の出席は少数だった。

の実効性を高めるため、庁
内に男女平等参画推進に
取り組む組織を設置しま
す。

継
続

人
権
推
進
課

◆平成２２年１１月、「人権施策・男女平等参画施策推進会議」を開催した。

【施策の方向：②市職員に対する男女平等参画意識の啓発】　
Ｎｏ．１２６
<市職員への研修機会の提
供>

男女平等参画の視点に立っ
て施策を推進できるよう関
連機関と連携し、職員研修
の実施に努めます。また、
必要に応じて国、県等の実
施する講座、研修への積極
的な参加を促進します。

継
続

自
治
人
権
推
進
課

進
体
制
の
構
築

体
制
の
整
備

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 75



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理結果一覧表 Ⅴ　推進体制の整備

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

評価結果

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　■　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 C

22 C
23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

Ｎｏ．１２７
<市職員への意識啓発>

男女平等参画の視点に立っ
て施策を推進できるよう、基
礎的な事項に関するアン
ケート調査を通じて、職員の
意識度を把握し、必要に応
じて職員研修等を実施し、
周知の徹底を図ります。

【指標】
・調査実施回数：年１回

重
点
事
業
・
新
規

総
務
課

21：職員の意識に多少の格差があ
るようなので、職員へのアンケート
や研修を実施して施策に取り組んで
いただきたい。
22：特になし

◆市職員への意識啓発アンケートについては、自治人権推進課において全庁実施した。
◇今後、そのアンケート結果を踏まえ、研修内容の精査、新規研修の企画に反映させていく。

【指標達成状況：○】
・調査実施回数：年１回

【施策の方向：③基本計画の進行管理強化】　

◆平成２１年度分の進行管理調査を実施した。審議会による評価を付した調査結果を庁内推進
会議に報告 た上 全庁的に ドバ ク た

Ｎｏ．１２８
<基本計画の進行管理>

効果的な計画の進行管理を
実施するとともに、審議会に
おける評価、評価のフィード

継

自
治
人

Ｋ
　
庁
内
推
進

Ⅴ
　
推
進
体

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21 B

22 B
23

24

25

会議に報告ｈした上で全庁的にフィードバックした。

【指標達成状況：○】
・計画の進行管理調査及び評価：年1回

自
治
人
権
推
進
課

21：
・前例踏襲という印象を受けます。
・調査結果から課題を考察し、今後
の取り組み内容に生かしていただき
たい。
22：
・進行管理調査において、記述の仕
方を統一してください。①実施内容
に参加者数対象②実施成果目標達
成状況として募集に対する参加人
数の割合③課題と今後の改善事項
をしっかり記述してください。

◆基本計画【第３期】平成２１年度の進行管理調査結果について、市政資料室への配架、佐倉市
ホームページへの掲載及びイントラネット利用による庁内周知等を利用し公表した。
◆進行管理調査結果を踏まえ、各所属に事業の推進について働きかけた。
　

【指標達成状況：○】
・計画の進行管理調査評価結果の公表：年１回

Ｎｏ．１２９
<男女平等参画基本計画の
周知>

市民や市職員に対する男女
平等参画基本計画の周知
及び進行管理の公表を行い
ます。

【指標】
・計画の進行管理調査評価
結果の公表：年１回

重
点
事
業
・
新
規

おける評価、評価のフィ ド
バック等を通じ、計画の推
進を図ります。

【指標】
・計画の進行管理調査及び
評価：年１回

継
続

人
権
推
進
課

進
体
制
の
構
築

体
制
の
整
備

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 76



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理結果一覧表 Ⅴ　推進体制の整備

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

評価結果

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

【施策の方向：④男女平等参画推進センターの充実】　
Ｎｏ．１３０
<女性のための相談事業の
充実>

女性のための相談事業の
充実と関係機関との連携強
化を図ります。 継

続

自
治
人
権
推
進
課

◆ミウズにおいて、「女性のための相談」業務を行った。相談内容に応じて、関係機関への照会
や引継ぎを行った。

Ｎｏ．１３１
<男性を対象とした相談事
業の検討>

男女平等参画の視点に立っ
た男性対象事業の充実を図

新

自
治
人 ◆県内で男性相談を実施しているセンタ－等の状況を研究・検討した

Ｋ
　
庁
内
推
進

Ⅴ
　
推
進
体

23

24

25

　　　□　十分
　　　　　　達成している

　　　■　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

た男性対象事業の充実を図
るとともに、男性相談の実
施についても研究、検討し
ます。

【指標】
・男性対象事業の開催：年１
回

新
規

人
権
推
進
課

◆県内で男性相談を実施しているセンタ－等の状況を研究・検討した。
◆熟年時代の土曜塾に加え、若い世代を対象とした「育メン講座」を開催した。

【指標達成状況：○】
・男性対象事業の開催：年２回

Ｎｏ．１３２
<男女平等参画推進セン
ターの周知と機能の充実>

拠点施設としての周知を図
り、分かりやすく利用しやす
い施設づくりのための管理
運営に努めます。

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆年間利用者数、43,048名（平成２２年度）。平成２１年度に比べると東日本大震災の影響等によ
り若干減少した。

進
体
制
の
構
築

体
制
の
整
備

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 77



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理結果一覧表 Ⅴ　推進体制の整備

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

評価結果

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

Ｎｏ．１３３
<効果的な情報発信の実施
>

施設内掲示や関連図書等
をはじめ、施設利用者はも
とより、広く男女平等参画社
会の形成につながる関連情
報を発信します。

【指標】
・施設内掲示の更新：年４回
以上

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆ミウズのミーティング・スペースにおいて、男女平等参画に関する図書や他市情報誌等を配
架。
◆ミウズのミーティング・スペースにおいて、掲示板にテーマ展示やニュースクリップを実施した。
　　テーマ展示内容：
　　4月「今も残る女性差別法規」5月「メディア・リテラシー」6月「ミウズ☆フェスティバル2010」7月
「ジェンダーフリーの国オランダ」8月「ジェンダーから見た日本女性の歴史」9月「ワーク・ライフ・バ
ランスと少子化」10月「デートＤＶ」11月「デートＤＶ２」12月「アサーティブネス」1月「北京女性会
議」2月「ワーク・ライフ・バランスってなに？！」3月「イクメンと男女平等参画」
◆ミウズのホームページのおいて、イベント情報や男女平等参画に関する情報を掲載した。
【指標達成状況：○】
・施設内掲示の更新：年１２回

Ｎｏ．１３４
<登録団体への支援と協働>

団体との情報交 会を
自
治

Ⅴ
　
推
進
体

Ｋ
　
庁
内
推
進
体
制
の
構
築

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

登録団体との情報交換会を
開催し、団体間の連携を図
るとともに、登録団体との協
働イベントなどを開催しま
す。
【指標】
・登録団体との情報交換：年
１回以上

新
規

治
人
権
推
進
課

◆ミウズにおいて、年に１回登録団体懇談会を実施している。男女共同参画週間において登録
団体との協働事業を実施した。

【指標達成状況：○】
・登録団体との情報交換：年４回（登録団体懇談会、ミウズ☆フェスティバル実行委員会）

【施策の方向：①国や県との連携、協力】　
Ｎｏ．１３５
<国・県と連携した施策の取
り組みの推進>

県が実施する男女共同参
画地域推進員制度をはじ
め、国や県との協力・連携を
図りながら新たな施策の取
組を推進するとともに、効果
的な事業の実施を図りま
す。

継
続

自
治
人
権
推
進
課

◆千葉県男女共同参画地域推進員の活動支援を行った。

体
制
の
整
備

Ｌ
　
国
・
県
・
関
係
機
関
と
の
連
携

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 78



男女平等参画基本計画【第３期】平成２２年度進行管理結果一覧表 Ⅴ　推進体制の整備

基
本
目
標

個
別
課
題

〔基本事業名〕

具体的な事業内容
※数値目標

区
分

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　実施状況 及び 数値目標達成状況

　　 ※いつ、どこで、だれが、どんな事業を実施したか、また、今後どんな課題や改善が考えられるのかを
　　　　男女平等参画の視点をふまえて具体的に記入してください。
　 　※前年度に附帯意見がある場合は、それについての実施状況も含めて記入してください。

意見及び質問
所
管
課

評価結果

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

◆国や県が実施する学習機会についての情報を関係機関に配布した。ミウズにおいて、学習機
会についてのリーフレット等を配布した。

◆ちば男女共同参画行政担当者連絡会議や男女共同参画推進センター等連絡会議を通して、
情報交換などを行った。

【施策の方向：②近隣自治体との情報の収集、提供】　
Ｎｏ．１３７
<情報の収集及び提供>

近隣の自治体と連携し、男
女平等参画に関する情報交
換などを積極的に行いま
す。

Ｎｏ．１３６
<国や県が実施する学習機
会の提供>

市民に対し、国や県の実施
する学習会など啓発イベン
ト情報の提供を随時行いま
す。

継
続

Ｌ
　
国
・
県
・
関

Ⅴ
　
推
進
体

新
規

自
治
人
権
推

自
治
人
権
推
進
課

24

25

　　　■　十分
　　　　　　達成している

　　　□　ほぼ達成しているが
　　　　　　一部課題が残る

　　　　□　改善を要する
　　　　　　　点がある 21

22

23

24

25

【指標達成状況：○】
・関連会議、研修会等への参加：年３回（行政担当者連絡会議２回、推進センター等連絡会議１
回）

【指標】
・関連会議、研修会等への
参加：年２回以上

新
規

◆ちば男女共同参画行政担当者連絡会議を通して情報交換などを行った。

【指標達成状況：○】
・ちば男女共同参画行政担当者会議の開催、出席：年２回（鎌ヶ谷市、習志野市）

関
係
機
関
と
の
連
携

体
制
の
整
備

自
治
人
権
推
進
課

規
推
進
課

Ｎｏ．１３８
<県及び県内関連市との情
報交換>

ちば男女共同参画行政担
当者会議において、近隣市
との連絡を密にし、よりよい
男女平等参画施策につな
げます。

【指標】
・ちば男女共同参画行政担
当者会議の開催、出席：年
２回

◆・・・実施状況　　　◇・・・今後の課題、改善点　　【指標達成状況】○・・・達成、△・・・達成過程、×・・・未実施、／・・・H23年度以降に実施する予定の事業 79


